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令和６年度研究紀要「共に歩む」 

は じ め に 

                                             校   長   高田屋  陽子    

 

  本校では、昨年度からの２年間「主体的に学びに向かう姿を育てる授業づくり～教師に

よる『見取り』に焦点を当てて～」という研究テーマのもと全校で取り組んできました。  

 

 このテーマには、２つのキーワードが含まれています。一つ目は「主体的に学びに向かう

姿」です。これは具体的にどのような姿なのか、学部を超えて話合い、具体的な授業場面を

イメージしながら共通理解をして授業づくりを進めてきました。そうした姿を引き出す単元構

成や年間指導計画についても、授業者だけでなくチームで話し合いを重ね授業改善を行っ

てきました。 

 二つ目は「子どもの見取り」です。学びに向かう目の前の子どもの「行動」と「解釈」を分

けて考える。私たち教師が子どもの行動を理解する際、私も含めベテランであればあるほど

子どもの行動をこれまでの自分の経験に照らし合わせて画一的に捉えてしまいがちです。

「しかし、本当にそうなのだろうか？」。これまで教師の目線で捉えていた子どもの実態や行

動を、一度、子どもの側に置き換えて、複数の教師が解釈を伝え合いながら丁寧に捉え直

していきました。 

 そして、この２つのキーワードを根底に置きながら、実際の授業改善に結びつけるためのシ

ステム作りを行ってきました。「ふらっと授業参観」「ふらっとミーティング」「ミニ教育課程検

討委員会」等を関連させて実施し、肩肘張らない柔軟な意見交換の場を設けながら試行

錯誤し進めてきた２年間でした。 

 

 今年度は２年間の研究のまとめとして公開研究会を開催し、他校の先生方からもたくさん

のご意見をいただくことができました。自分たちの２年間の研究の成果をどのようにまとめ、

伝えることができるのか改めて考える貴重な機会となりました。  

 研究を進めるにあたり、総合教育センターの島津憲司主任指導主事、髙橋亜希子指導

主事、進藤拓歩指導主事にはご多忙の中、何度も授業研究会に足を運んでいただき、研

究の進め方も含めて丁寧なご指導をいただきました。また、講演の講師である金沢星稜大

学の柳川公三子先生には、教師による子どもの「見取り」とはどういうことなのか、具体的

かつ熱心にご教示いただくことができました。ここに改めてお礼申し上げます。  

 まだまだ迷いつつの研究ですが、こうして考え続けることが私たちの大事な責務だと捉え

ています。これまでの歩みを今年度の研究紀要「共に歩む 第２１号」としてまとめました。ご

高覧いただき、次年度以降の研究に生かすために、皆様から忌憚のないご意見やご感想

等をいただければ幸いです。 



全体研究



主体的に学びに向かう姿を育てる授業づくり 

～教師による子どもの「見取り」に焦点を当てて～（２年次／２年計画） 
 

１ 研究主題設定の理由                                     

（１）これまでの取組から 

令和３年度、４年度は「児童生徒が自分で考え、もっと学びたくなる授業づくり～学びの過程、内面の育ちに着

目した授業研究～」の研究主題の下、研究を進めてきた。その中での主な成果と課題は次のとおりである。 

【成果】 

・単元構想シートを活用した授業者間でのミーティングと授業づくりの充実 

・授業における具体的な「めあて」の設定と次につながる「振り返り」の充実 

・児童生徒を見取る（評価）話合いの実施と見取りの重要性の認識 

【課題】 

・長期的な視点による単元構想 

・学びのつながりの不足 

・児童生徒を見取る視点や見取りを共有する方法の工夫 

・教師の見取る力の向上 

 

（２）目指す児童生徒の姿 

これまでの取組と本校の教師の児童生徒への願いより次の２点が挙げられた。１点目は「自分で」、「自分から」

行動する姿である。２点目は「自分の言葉で話す」、「自分から意思表示する」姿である。ともに「自分」という

キーワードが含まれている。これは、児童生徒が学校生活における様々な学習や日々の家庭生活に「自分から」す

なわち、主体的に取り組むことが重要であり、将来、社会の中で自分らしく輝き、進んで社会参加していくための

基盤となる姿を育てたいと願っているものである。 

 

（３）社会的要請から 

令和３年１月、中央教育審議会答申「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を

引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～」では、社会の在り方が劇的に変わる Society5.0 時代の到

来、新型コロナウイルスの感染拡大など、先行き不透明な「予測困難な時代」の中で、新学習指導要領を着実に実

施するために、一人一人の児童生徒の資質・能力を育む、児童生徒の視点に立った「個別最適な学び」と「協働的

な学び」を一体的に充実し、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の重要性が示されている。 

また、現在学校では、資質・能力を育成するために、教師主導の一斉指導から、学習者中心の個別最適な学びの

実現が求められている。その中で教師の役割は「指導者」から児童生徒の主体的な学びを支援する「伴走者」への

パラダイムシフトが必要となってきている。「伴走者」としての教師に求められるスキルとして、学習者をより多

面的・多角的な視点から、多様な手段で見取る丁寧な見取りのスキルと、見取ったことを児童生徒一人一人に対し

て適切にフィードバックする、フィードバックのスキルが挙げられる。そして、見取りが見取りスキルや判定にと

どまらず、指導の在り方の検討や次なる働き掛け、単元構想や授業づくりへと結び付けることが重要である。 

以上、これまでの取組、目指す児童生徒の姿、社会的要請等から、研究主題を「主体的に学びに向かう姿を育て

る授業づくり～教師による子どもの『見取り』に焦点を当てて～」とした。 

 

２ 研究の目的                                              

教師の児童生徒を「見取る力」を高め、見取ったことを単元構想や授業づくり、指導の在り方へフィードバック

し、チームで児童生徒が主体的に学びに向かう姿を育てる授業づくりに取り組む。 
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３ 研究仮説                                               

教師が児童生徒を多面的・多角的な視点から見取り、見取ったそれぞれの解釈をチームで共有して「授業づくり

のポイント」を基にした授業を行うことで、児童生徒が主体的に学びに向かい、一人一人が自分らしく輝く姿が見

られるだろう。 

 

４ 研究１年次（昨年度）の取組から                                      

昨年度は２年計画の１年次として「主体的に学びに向かう姿」の本校における捉え方を整理した。また、主体的

に学びに向かう姿を育てる授業づくりを進める上で重要となる「見取り」について、職員研修や授業研究会などを

通して全職員で共通理解を図りながら実践を積み重ね、見取りから授業づくり等へフィードバックする授業研究会

構築を目指した。具体的な内容と方法、成果と課題は次のとおりである。 

（１）教師による児童生徒の見取りの充実 

①児童生徒の丁寧な実態把握（自立活動の視点） 

②「主体的に学びに向かう姿」の見取りに焦点を当てた授業研究会の工夫 

③児童生徒の行動の変容などからの学びの見取り 

（２）主体的に学びに向かう姿を育てる授業づくり 

①児童生徒一人一人の「主体的に学びに向かう姿」の設定 

②単元構想シートの作成と授業づくり 

③日々の授業における児童生徒の見取りと教師間での共有 

④「主体的に学びに向かう姿」を育てる授業実践 

【成果】 

・自立活動実態シートの活用による実態把握の向上 

・授業研究会の確立と教師の資質向上 

・「主体的に学びに向かう姿」の設定 

・各学部の「授業づくりのポイント」の設定 

【課題】 

・授業の評価や生徒の学習評価に関する視点の弱さ 

・複数の目による実態把握と単元（題材）構想の不十分さ 

・「見取り」の共通理解と「場」の工夫 

 

以上の成果と課題を踏まえ、次の三点をポイントに据えて２年次の取組を進めていくこととした。 

・ふらっとミーティングの実施 

課題として「単元（題材）構想の不十分さ」が挙げられた。その要因として、単元構想や授業づくりを担任に一

任してしまい、複数の視点で確認しながら授業を作り上げていく機会が少なかったことや、単元構想シートが十分

に機能していなかったことが指摘された。このことから、実態把握の段階から担任だけでなく、学部職員などを含

めたチームで単元構想や授業づくりを進める「ふらっとミーティング」を実施していく。 

・「主体的に学びに向かう姿」を活用した学びの積み重ね 

単元（題材）ごとに設定した「主体的に学びに向かう姿」は単元（題材）における児童生徒一人一人の目指す姿

とする。単元（題材）が終わった際は、ふらっとミーティングで児童生徒一人一人の「主体的に学びに向かう姿」

を評価、修正し、授業づくりや指導方法にフィードバックして学びを積み重ねていく。 

・授業づくりのポイントを基にした授業実践 

各学部の「授業づくりのポイント」を活用しながら、授業づくりに取り組む。その中で検証を重ね、児童生徒一

人一人が主体的に学びに向かう姿を育てる授業を充実させる。 
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５ 研究２年次（今年度）の研究内容と方法                                  

１年次の研究の成果と課題を踏まえ、今年度（２年次）の研究内容と方法は次のとおりである。 

（１）チームで取り組む児童生徒の見取りの充実 

 ①「見取り」に関する職員研修の実施（講師：柳川公三子氏） 

②多面的、多角的な視点による見取りを基にした「ふらっとミーティング」の実施 

③「主体的に学びに向かう姿」に基づいた学びの積み重ね 

（２）児童生徒の見取りを基にした主体的に学びに向かう姿を育てる授業づくり 

①ふらっとミーティングによる単元構想や授業づくりの推進 

②「ふらっと授業参観」～「提示授業」～「研究協議」の流れによる授業研究会の実施 

③各学部の授業づくりのポイントを基にした授業実践 

 

６ 研究計画                                              

月 日 研究全体・学部 内  容 

４ 18 研究推進委員会１ 前年度の成果と課題、今年度の研究の方向性について確認 

23 研究全体会１ 今年度の研究についての共通理解 

24 学部研１ 学部研究の方向性の確認 

 ふらっとミーティング１ 主に学級（学年）で児童生徒の実態把握を行う 

５ 1 ふらっとミーティング２ 単元構想シートを活用した児童生徒の実態把握や単元構想 

６ 4 職員研修 テーマ「今、求められる授業研究の在り方」 講師：柳川公三子氏 
21 全校授業研究会１ 小学部１、２、３年：遊びの指導   ※ふらっと授業参観を含む 

７ 10 指導主事計画訪問 研究説明、授業提示 

16 研究推進委員会２ 研究の進捗状況や内容、方法等について検討・確認 

25 ふらっとミーティング３ ・授業、単元（題材）の進捗状況について 

・児童生徒の変容等の共有 

・これからの授業の展開、発展へのヒントなど 

８ 29 学部研２ 指導案検討等 

９ 5 全校授業研究会２ 中学部３年：生活単元学習      ※ふらっと授業参観を含む 

10 全校授業研究会３ 高等部アグリサービス班：作業学習  ※ふらっと授業参観を含む 

20 学部研３ ・指導案検討等 

27 研究推進委員会３ ・全校授業研の成果と課題の確認 

・公開研に向けた取組の確認 

10 9 研究全体会２ ・各学部全校研の成果と課題の共有と今後の方針の確認 

・公開研に向けた取組の確認 

21 公開研究会事前授業研究会１ 小学部４年：生活単元学習      ※ふらっと授業参観を含む 

22 公開研究会事前授業研究会２ 高等部木工班：作業学習       ※ふらっと授業参観を含む 

23 公開研究会事前授業研究会３ 中学部１年：生活単元学習      ※ふらっと授業参観を含む 

11 12 学部研４ 指導案検討等 

12 5 公 開 研 究 会 

19 研究推進委員会４ ・公開研の成果と課題の確認、検討事項の確認 

・今年度の研究のまとめについて 

１ 17 ふらっとミーティング４ ・単元構想シート 

・「主体的に学びに向かう姿」  評価 

・年間指導計画 

23 研究全体会３ 今年度の研究の取組の成果と課題の大まかな共通理解 

23 学部研５ 今年度の研究のまとめ（成果と課題） 

２ 13 研究推進委員会５ 次年度に向けて方向性の確認 

25 研究全体会４ 今年度の研究のまとめ、次年度の研究の方向性の共有 

３  研究紀要、研究報告発行  
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７ 研究の実際                                             

（１）チームで取り組む児童生徒の見取りの充実 

 ①「見取り」に関する職員研修の実施（講師：柳川公三子氏） 

６月４日、「今、求められる授業研究の在り方」のテーマの基、今年度公

開研究会の講演講師である、金沢星稜大学講師柳川公三子氏によるオンライ

ンでの職員研修を行った。研修会では、実際の学習場面を想定し、「子ども

の姿（事実）」から「子どもの姿の解釈（なぜ、そのような姿だったのか？）」

を考え、その「解釈」について職員がそれぞれの視点からの「見取り」を伝

え合い、考えを共有する演習を行った。 

研修会を通して「事実」と「解釈」を分けて見取る意義や見取りには多様

な見方と解釈があり、互いの考えや思いを尊重し、傾聴しながら対話をする

姿勢（同僚性）が重要であるということを確認した。また、授業研究会の際、見取りの視点を抽出児童生徒のねら

いに関する場面に絞ることで「次につながるキーワード」を焦点化することができる示唆を得ることができた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、昨年度同様、「見取り」は「教師目線の見取り（日々の行動観察などを通して、児童生徒の実態を把握し

たり育成を目指す資質・能力と照らし合わせて学びの成果を評価したりする。）」と「子どもの立場に立った見取

り（児童生徒の事実（つぶやき、動き、視線、関わりなど）とその背景や感情などを探る。）」を合わせて本校と

しての「見取り」として共通理解して取り組んでいくこととした。 

 

 

（図２）見取りのイメージ 

 

 

見取りのイメージ 

【演習の様子】 

 

【研修を受けての職員の感想】 

（図１）見取りの演習の一例 

 教師目線の見取り  

行動観察などにより実態把握を捉える 

育成を目指す資質・能力とその評価 

 子どもの立場に立った見取り  

児童生徒の事実（つぶやき、動き、視線、

関わりなど）やその背景や感情などを探る 

 
ねらいの達成度（結果）にこだわってしまい

がちだが、児童生徒の学びの過程に着目でき

るように意識したいと思った。 

 

子どもの姿を「事実」と「解釈」に分けて捉

え、教師間で考えを共有することで子どもの

課題が明確になり、指導の方向性が定まると

感じた。 

【例】 

Aさんが８時３０分と 

書いた場面 

Aさんは７時３０分を指すア

ナログ時計を見て「８時３０
分」と書いた。 

（S教諭） 

Aさんは短針が８を指してい

ると思ったのではないか 
（S教諭） 

Aさんは７時３０分の時計を
見て「８時３０分」と書い

た。      （T教諭） 

Aさんは短針が７を過ぎてい

るから８だと思ったのではな
いか      （T教諭） 
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②多面的、多角的な視点による見取りを基にしたふらっとミーティングの実施 

アふらっとミーティングの目的                                                                 

研究1年次の課題であった「複数の目での実態把握と単元（題材）構   

想の不十分さ」、「『見取り』の共通理解と場の工夫」を踏まえ、ふら

っとミーティングの目標を以下のように設定して実施した。 

【目的】授業者のみならず、多面的・多角的な視点から、多様な手段で 

   児童生徒の姿（実態、学び、変容）を見取り、チームで共有し 

   ながら単元（題材）構想や主体的に学びに向かう姿を育てる授 

   業づくりに取り組む。 

 

 

ふらっとミーティングのキーワードとした「多面的な視点・多角的な視点」については次のとおり確認した。 

多面的とは・・・児童生徒の個性や特性を様々な側面から捉えること 

児童生徒の興味・関心や強み・弱み、障害特性や発達段階、さらに学習場面での事実（つぶ

やき、動き、視線、関わりなど）から児童生徒の姿を捉えること。 

 

多角的とは・・・児童生徒の個性や特性を様々な立場から捉えること 

児童生徒の姿を担任のみならず、様々な学習担当者（各教科や作業学習等）や授業参観者な

ど、様々な立場の視点から児童生徒の姿を捉えること。 

 

イふらっとミーティングの計画 

ふらっとミーティングは年４回実施する計画とした。 

月日 ミーティング 形態 内容 

４月１６日 職員会議 全校 ・ふらっとミーティングの説明、職員への周知 

４月中 
ふらっと 

ミーティング１ 
学級 ・児童生徒の実態把握と主に学級の教師間での共有 

５月１日 
ふらっと 

ミーティング２ 
学部 

・単元構想シートを活用した単元構想や授業づくり 

・「主体的に学びに向かう姿」の検討・設定 

・年間指導計画の作成に繋がる意見交換 

６・９月 全校授業研究会 

学部 主体的に学びに向かう姿を育てる授業づくりの実践 １０月 事前授業研究会 

１２月５日 公開研究会 

７月２５日他 

夏季休業中 

ふらっと 

ミーティング３ 
学部 

・単元・題材の進捗状況の確認・共有 

・児童生徒の変容、学びの積み重ねの確認 

・「主体的に学びに向かう姿」の中間評価・改善 

※単元構想シート活用 

１月１７日 
ふらっと 

ミーティング４ 
学部 

・単元・題材 

・児童生徒の変容、学びの積み重ね   評価・引継ぎ 

・「主体的に学びに向かう姿 

  

 

 

 

【５月ふらっとミーティング２の様子】 
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ウふらっとミーティングのもち方 

ふらっとミーティングは次のとおりの対象学習グループ、方法で実施した。 

学部 指導の形態 対象学習グループ 方法 

小学部 
遊びの指導 １、２、３年生 対象の学習グループについて学部職員全員で複数回ミー

ティングを実施 生活単元学習 ４年生 

中学部 生活単元学習 全学年 
各学年に学部所属の職員を加えてミーティングを実施し、

グループでのミーティング後、学部全体で共有 

高等部 作業学習 
・アグリサービス班 

・木工班 

対象とした二つの作業班担当とその班に所属する生徒の

担任、国語・数学、職業などの授業担当の職員を主とし

たグループでミーティングを実施 

 

エふらっとミーティングのツール（単元構想シート）の活用 

研究１年次の課題「単元（題材）構想の不十分さ」として、単元構想シートがうまく機能しなかったことが要

因の一つとして挙げられた。このことから、単元構想シートをより効果的なミーティングのツールとして活用し、

チームとして単元構想や授業づくりの充実が図られるよう、単元構想シートの様式を変更し、次の手順で活用し

ながらミーティングを進めた。 

①児童生徒の実態把握を基に、対象グループの児童生徒の興味・関心、好きなことや得意なことなどを出し合う。

②本単元（題材）で身に付けさせたい力、そのためにこんな授業をやったらよいのではないかなど、様々な活動  

のアイディアを出し合う。 

③本単元で育てたい資質・能力や取り扱う教科とその内容等を確認する。 

 実際に活用した単元構想シートは、P25以降の公開研究会の各学部の学習指導案の資料として掲載する。 

 

 

（図３）単元構想シート 

① 

② 

③ 
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③「主体的に学びに向かう姿」に基づいた学びの積み重ね 

主体的に学びに向かう姿は、研究1年次（昨年度）、本校の児童生徒一人一人の具体的な姿をイメージするため

に、「みどり学園の児童生徒の主体的に学びに向かう姿とは？」という問いを下、アンケートや全職員でのワーク

ショップを実施したり、各学部の実践で得られた成果と課題をもとに検討を重ねたりして導き出した本校独自の目

指す姿である。 

ふらっとミーティングでは、この「主体的に学びに向かう姿」を参考にしながら、児童生徒一人一人の単元（題

材）における「主体的に学びに向かう姿」を設定していった。単元（題材）における「主体的に学びに向かう姿」

は学習指導案に記載したり教師の指導や手立ての工夫に至るまで関連させたりした。また、単元が終わった際は、

一人一人の「主体的に学びに向かう姿」を基に児童生徒の変容を教師間で共有して次に生かす等、学びを積み重ね

ていくこととした。 

 主体的に学びに向かう姿 

① 学ぶこと（見ること、聞くこと、話すことなど）に前のめりになっている様子 

② 自分を理解し、得意なことを生かして活動したり、苦手なことにも挑戦したりする様子 

③ 自分の役割ややるべきことが分かって取り組んでいる様子 

④ 最後まで諦めず、試行錯誤しながら活動に取り組んでいる様子 

⑤ 学習の良かった点や改善点を次の時間に試したり、他の学習場面や生活の中で生かそうとしたり

している様子 

⑥ 他者と関わったりアドバイスを受け入れたりして、やってみようとする様子 

 

（２）児童生徒の見取りを基にした主体的に学びに向かう姿を育てる授業づくり 

①ふらっとミーティングによる単元構想や授業づくりの推進 

４月、ふらっとミーティング１では、児童生徒の実態把握と主に学級

の教師間での共有を図った。５月、ふらっとミーティング２では、単元

構想シートを活用した単元構想や授業づくりの方向性を考えるミーティ

ングを行った。７月、ふらっとミーティング３では、授業の進捗状況な

どを確認し、中間評価・改善をしてチームとして授業づくりを進めた。

１月、ふらっとミーティング４では、授業等の評価・引継ぎ等を行った。 

また、研究部で企画・運営したふらっとミーティングと連動する形で、

教務部主催でミニ教育課程検討委員会を実施した。ミニ教育課程検討委

員会は教育課程検討委員会のメンバー（校長、教頭、学部主事、研究主

任）に学年主任、作業学習主担当などを加え、三学部職員混合でグループを編成し、教育課程に関する事項や各学

部の研究対象授業（指導の形態）の単元計画や授業についてのアイディアを出し合い、授業づくりや年間指導計画

の作成に生かすための情報交換・意見交換を行ったものである。今年度実施したミニ教育課程検討委員会は次のと

おりである。 

月日 会議 内容 

５月２２日 ミニ教育課程検討員委員会① ・研究対象の授業（指導の形態）について年間指導計画を

活用した、授業や指導計画に関する意見交換 

９月１８日 ミニ教育課程検討員委員会② ・１学期の実施状況の共有、２学期の展開についての意見

交換 

１月１６日 ミニ教育課程検討員委員会③ ・令和７年度の教育課程、週時程、特別教室割等について

意見交換 

・年間指導計画の様式や活用についての評価 

 

【７月ふらっとミーティング３の様子】 
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②「ふらっと授業参観」～「提示授業」～「研究協議」の流れによる授業研究会の実施 

本校の授業研究会の流れは次のとおりである。年度当初に計画していた流れに加え、改めて「ふらっとミーティ

ング」を初めに位置付け、チームとして取り組む授業づくりの基盤を固め、実施していった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図３）主体的に学びに向かう姿を育てる授業づくりのためのふらっとミーティングから授業改善までの流れ 

STEP5 授業へのフィードバック STEP4 研究協議（小グループでのワークショップ） 

付箋紙を用いながら見取った抽出児童生徒の
姿を伝え合い、対話を通して「次につながる
キーワード」を導き出す 

授業者は「次につながるキーワード」か
ら、授業改善、児童生徒への支援などに
フィードバックする 

STEP3 提示授業 ○○なのは△△だからか

もしれない 

○○なのは□□だからか

もしれない 

参観者は抽出児童生徒の学びの姿を見取り、青色の付箋紙に気になった児童生徒の言動（事実）を記入。

ピンク色の付箋紙に「なぜそうしたのか」を推察し、自身の解釈を記入する 

STEP2 ふらっと授業参観 

参観者は事前に授業を参観し、抽出児

童生徒の学習の様子や授業の様子を知

る機会を設定 

STEP1 ふらっとミーティング 

授業者のみならず、チームで児童生徒の姿を共有

する。チームで共有した児童生徒の姿から、単元構想

や授業づくり、年間指導計画等の作成・実行・評価・

改善を行い、主体的に学びに向かう姿を育てる授業

づくりに取り組む 
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③各学部の授業づくりのポイントを基にした授業実践 

研究一年次における実践を通して各学部の「授業づくりのポイント」を導き出した。今年度はその「授業づくり

のポイント」に沿って授業づくり、授業実践を行った。授業研究会は次のとおりである。  

小 

学 

部 

授業づくりのポイント 

 

・好きなこと、得意なこと、分かることの実態把握 

・友達とつながるための場面設定や手立て 

ふらっと授業参観 

６月 ６日（木）、６月１３日（木） １０月１０日（木） 

全校授業研究会 ６月２１日（水） 公開研究会 １２月５日（木） 

１、２、３年 遊びの指導 

のりものらんどにレッツゴー！ 

４年 生活単元学習 
できるんジャー！やるんジャー！⑤ 
～クリスマス会でピザを振る舞おう～ 

中 

学 

部 

授業づくりのポイント 

 

・繰り返しかつ発展性のある単元構成の工夫 

・他者との関わり 

・自分の思いや考えを表出するための手立て 

ふらっと授業参観 

８月３０日（金）、９月３日（火） １０月１７日（木）、１０月１８日（金） 

全校授業研究会 ９月５日（木） 公開研究会 １２月５日（木） 

３年 生活単元学習 

大きく育て中３ファーム 

 

 

１年 生活単元学習 
潟上ツアーズ 

～追分の魅力を伝えよう②～ 

高 

等 

部 

授業づくりのポイント 

 

・「卒業後」に焦点を当てた目標設定 

・他の学習への般化 

ふらっと授業参観 

８月２９日（木）、９月３日（火） １０月１０日（木）、１０月１７日（木） 

全校授業研究会 ９月１０日（火） 公開研究会 １２月５日（木） 

作業学習 アグリサービス班 
学園祭に向けて 

～グリーンガーデン（花壇）の管理～ 

 

作業学習 木工班 
道の駅てんのうでの販売に向けて 

～秋田杉の箸とデザイン箸の製作～ 

※詳細は各学部の取組に記載 
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８ 成果と課題                                             

（１）チームで取り組む児童生徒の見取りの充実 

①「見取り」に関する職員研修の実施（講師：柳川公三子氏） 

○年度初めに職員研修会を実施し、「事実」と「解釈」を分けて見取る方法やその意義について学ぶとともに、

見取りには多様な見方と解釈があり、互いの考えや思いを尊重し、傾聴しながら対話をし、考えを共有するこ

とが重要であるということを確認することができた。これらのことを踏まえ、職員間の同僚性や協働性の重要

性を共有し、研究を進めていくための土台を整えることができた。 

②多面的、多角的な視点による見取りを基にしたふらっとミーティングの実施 

〇授業者のみならず、学部職員なども加えた「チーム」として児童生徒の実態を共有し、単元構想や授業づくり

に取り組むことができた。 

〇「見取りには多様な見方と解釈がある」ことを前提に、対話を通して互いの考えや思いを共有しながら授業づ

くりに取り組むことで、職員の同僚性、協働性の高まりが感じられた。 

〇「教師目線」と「子どもの立場」を意識し、児童生徒の姿の見取りを繰り返すことで、教師一人一人の見取り

に対する意識と感度、見取る力が向上した。 

③「主体的に学びに向かう姿」に基づいた学びの積み重ね 

〇児童生徒一人一人に「主体的に学びに向かう姿」を設定し、提示授業の見取りの場面や研究協議における協議

の視点を焦点化したことで、次につながるキーワードや、児童生徒への指導・支援が最適化され、授業場面に

おける児童生徒の主体的に学びに向かう姿やその学びが積み重なっている姿や変容を継続して見取っていく

ことができた。 

●特定の場面で学びの積み重ねを実感した反面、その他の学習場面等へ学びをつなげる部分に弱さがあった。 

（２）児童生徒の見取りを基にした主体的に学びに向かう姿を育てる授業づくり 

①ふらっとミーティングによる単元構想と授業づくりの推進 

〇多面的、多角的な視点からアイディアを出し合い、学習活動を整理できた。また、抽出児童生徒の目標や主体

的に学びに向かう姿の設定、評価について複数の目で確認し、検討、改善することができた。 

〇各学部のふらっとミーティングに加え、研究部と教務部が連携したミニ教育課程検討委員会を実施したことで、

学部を超えたより多角的な視点の意見も取り入れ、単元構想を広げることができた。 

②「ふらっと授業参観」～「提示授業」～「研究協議」の流れによる授業研究会の実施 

〇協議の視点として場面を焦点化して研究協議を行ったことで、次につながるキーワードが具体的なものになり、

次時以降の授業改善や支援の工夫に取り組むことができた。 

〇総合教育センター指導主事と年間を通じて継続的に連携を図り、研究の進捗状況や児童生徒の変容に応じた具

体的な助言をいただきながら、授業づくりに反映させることができた。 

●「主体的に学びに向かう姿」を設定して個に応じた指導が充実させることができた反面、授業全体に対する改

善や抽出児童生徒以外への指導の改善等に反映しきれない部分があった。 

●ふらっと授業参観の回数が多く、授業者にとって負担感があった。また、参観者が授業を抜けられずに参観で

きないといった参観体制について改善を要する。 

③各学部の授業づくりのポイントを基にした授業実践 

〇研究対象授業において、児童生徒一人一人に「主体的に学びに向かう姿」を設定し、授業づくりのポイントに

沿って個に応じた指導を充実させてきたことで、主体的な学びに向かう姿を育む授業改善の視点が明確になり、

一貫性のある授業を行うことができた。その中で、児童生徒の成長や変容、一人一人が自分らしく輝く主体的

に学びに向かう姿を随所に見取ることができた。 

●特定の授業や学年で得られた成果を他の学習場面等に応用、般化する機会が不十分だった。 
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９ 今後に向けて                                            

〇本校の強みとなる「見取り」の進化・深化 

本研究の２年間を通じて、チームで取り組む授業づくりの在り方について一定の成果を得ることができた。この

取組における重要なポイントの一つが「見取り」である。「見取り」という言葉を使わなくても、教師が児童生徒

を見る（実態把握、行動観察、行動分析など）ことは当たり前の行為である。しかし、意識しなければ表面的な言

動に捉われたり、教師の思い込みや経験則により認識が偏ったりして適切な見取りと解釈ができなくなってしまう

こともある。研究主題の副題として「教師による子どもの『見取り』に焦点を当てて」を掲げ、「教師目線」と「子

どもの立場」の二つの視点をもち、児童生徒の姿を「事実」と「解釈」に分けて捉えることを全教員で共通理解し、

継続して実践したことにより、教師一人一人の「見取り」に対する意識や感度が高まり、児童生徒を見取る力が確

実に向上し、「見取り」を授業づくりに生かすという本校の強みと言える取組にすることができたのではないかと

考える。 

今後は、特定の「場」を設けなくとも、無理なく日常的に当たり前として「見取り」を継続できる体制や方法の

進化・深化を目指し、さらなる取組を進めていく。 

 

〇チームで取り組む授業づくり体制のさらなる発展 

もう一つの重要なポイントは「対話による共有」である。「対話による共有」が有意義かつ活発なものになり、

単元構想、授業づくり、授業改善が充実した要因として、ふらっとミーティングが同僚性を生かした「場」として

機能したからである。 

ふらっとミーティングは、児童生徒の姿から自身の解釈を話す場であり、何を発言しても間違いではなく、否定

されず安心して発言できる「場」であることが醍醐味である。本校は日頃から職員室内での会話が活発で風通しの

良い職場であり、様々な業務に協力して取り組む同僚性の高い職場である。このような学校風土がベースにあった

からこそ、チームで取り組む授業づくりが充実したと考える。 

このことについて職員から、「子どもの内面を多面的に捉え、複数の視点で共有・協議する重要性を再認識した」、

「先生方との意見交換や連携が、自分の子どもの見方を広げるとともに、指導方法や授業力の向上につながった」、

「教師として学び続ける姿勢が大切だと感じた」などの声があり、ふらっとミーティングという場が、チーム値し

て同僚性、協働性を生かしたチームで取り組む授業づくりの場であると同時に、他者との対話を通じてチームとし

て学び合い授業力の向上や教員の資質向上にも寄与する「場」であると考える。 

以上のことから、「対話による共有」があり同僚性、協働性を生かしたチームで取り組む授業づくりの「場」が

無理なく、日常的に継続できるような運営の方法や仕組み、ツール（年間指導計画や単元構想シート、学習指導案

等）を関係分掌部等と連携しながら、改善・検討を重ねていく。 

 

〇本研究の成果と課題の応用・般化（つなぐ） 

本研究では、小学部では遊びの指導と生活単元学習、中学部では生活単元学習、高等部では作業学習を研究対象

授業として実践を重ねてきた。その中で、児童生徒一人一人に「主体的に学びに向かう姿」を設定して場面を焦点

化することで個に応じた指導の充実を図ることができた。一方で、授業研究会などでは「授業全体や抽出児童生徒

以外の指導についての意見が得られにくい」という声もあった。この点を踏まえ、本研究で効果的だった授業づく

りの方法を他の指導形態や学習場面、単元のまとまりなどへ応用、般化（つなぐ）させることは可能なのか。また、

個に応じた指導の在り方、見取りの手法などを抽出以外の児童生徒や様々な学習集団へと応用・般化（つなぐ）さ

せるためにはどうすればよいかといったこと等を検討していく。さらに、児童生徒が学んだこと、身に付けた力を

他の学習場面や日常生活、将来の社会生活へと応用・般化（つなぐ）できる方法や場の在り方等について検討を重

ねていく。 
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小学部の取組



１ 研究１年次（昨年度）の実践から                              

（１）成果と課題 

○「『自分から取り組む』も『やりとりしながら活動する』も、『好き』なこと、『得意』なことをきっ 

  かけにしていく」と共通理解した。 

○分担した手順をペアや小グループで担当したり、友達と関わる必然性があったりしたことで、自分 

から友達と交代したり、友達の誘いを受け入れたりするようになった。 

●「見取り」から授業を見直し、改善した手立ての更なる評価・改善が必要と思われた。 

（２）今後に向けて 

 ・主体的に学びに向かう姿を引き出すための手立ての評価・改善 

 ・授業づくりのポイント 

  「児童の好きなこと、得意なこと、分かることの実態把握」 

  「友達とつながるための場面設定や手立て」 

 

２ 研究２年次（今年度）の実践から                              

全体研究の仮説を受けて、小学部では、「多面的」視点を、児童の好きなこと、得意なこと、分かるこ

と、または苦手なこととし、「多角的」視点を授業に関わらない教師も加わる全職員による話合いと捉

え、見取りを行う。それにより児童理解を深め、授業改善の選択肢を広げ、授業に反映させていく。 

（１）チームで取り組む児童生徒の見取りの充実 

１～３年 遊びの指導「のりものランドにレッツゴー！①」 

5/2 のふらっとミーティングで単元計画と抽出児童の選定について話題にし、5/23は授業者と主事で 

授業構想の詳細を話合ってから、6/3 指導案検討会に臨んだ。単元が進むにつれて、入学したばかりの

１年生２名を加えた小集団の単元における実態が見え、抽出児童の見取りを焦点化したい場面やその経

緯について全職員で共有することができた。 

 ４年 生活単元学習「 できるんジャー！やるんジャー！③宿泊学習・⑤クリスマスパーティー」 

5/2 ふらっとミーティングは、年間の単元計画と、繰り返し調理を継続していくメニューについて話

題にした。話合いを受けて、食材やアレンジの組み合わせが多様な、ピザにすることになった。7/3 ふ

らっとミーティングでは、中庭で行う野外調理やタブレット端末を活用した調べ学習など単元の進捗状

況、および児童の得意なこと、できることや変容について共有した。9/3 ふらっとミーティングは抽出

児童の行動の見取りや気持ちの推察から、思いを言葉にしたり、発表したりする姿を次の段階でどう目

指していくかが話題になった。単元構想のアイディアとして、餃子の皮でピザを作る案が挙がった。放

課後、職員が試作ピザを食べ比べて意見交換する場を設けるなどしながら、9/20 指導案検討会では「味」

など食材を選ぶ観点についても話し合った。また、公開研究会前日に職員で行った模擬授業は教材の提

示や支援の手立てなどを再考する有益な機会となった。 

 

（２）児童生徒の見取りを基にした主体的に学びに向かう姿を育てる授業づくり 

①１～３年 遊びの指導「のりものランドにレッツゴー！①」 

ア授業概要について 

「のりもの」をテーマに、造形遊びとコーナー遊びを組み合わせた授業を展開した。始めに、ビデ

オレターで車掌さんから当日作る物が示され、それを受けて造形遊びを行った。作った小道具を持っ 

たり、使ったりしながら全員で体育館に移動し、それら小道具で遊んだり、体育館に設置された遊具

を用いてコーナー遊びを行ったりした。 

 イ抽出児童Ｈについて 

・造形遊びを好み、教師の提案を受け入れるなどしながら取り組む。 

・興味のある活動に取り組んだり、集中しているときに、「ここに○○を付けて」などとつぶやい 

たりすることがある。 

○本単元における児童 Hの主体的に学ぶ姿 

「自分のイメージややりたいことを言葉にしながら好きなコーナーで遊ぶ姿」 
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ウ授業研究会 抽出生徒の言動（太枠）、教師の見取りと解釈（細枠） 

～造形遊びで乗り物の片面を貼り終えた場面と、コーナー遊びの終わりの合図が聞こえた場面から～ 

協議の視点① 「貼らないもん」と言っていたのに、 

最終的には両面に貼ったのはなぜか 

協議の視点② 終わりの合図を聞いて、のりものラ 

ンドを周回し始めたのはなぜか 

  

 

エ「次につながるキーワード」 

・他の遊びに目を向けるきっかけ、仕掛け 

  ・満足感→次の段階へ、時間の感覚の育ち 

・出来上がりがイメージできる状態での提示 

・十分な時間の確保・終わりの楽しみ 

オ指導助言 秋田県総合教育センター支援チーム 主任指導主事 島津 憲司 氏 

 ・遊具づくりの場面～時間いっぱい遊ぶことを認めていくことは大事だが、限られた時間でそれ 

ぞれが「完成したぞ」という思いをもてるよう、つくる物のパターンを複数用意してはどうか。 

・のりものランドの場面～見守るだけでなく、教師も周回して遊んだり、のりものが故障した設定

にして修理工場へ行ったり、個々の遊びをつなげていく教師の仕掛けが大切になる。 

・文字や絵への関心が高い抽出児童の、衝動性や注意の持続の苦手さへの指導支援について考え 

ると、授業の中に自立活動の視点を多く取り入れられるのではないか。小学部低学年ということ

もあり、得意なことを生かして指導を進めていきたい。例えば、時間を視覚的に分かりやすく示

したり、ポイントカードとハンコを使ってやりとりをしたりして育てることができるのではない

か。 

カ授業研究会後の授業から（授業へのフィードバックと抽出児童の変容） 

〇自由遊びの終わりの合図を、１修理工場の閉店→２発車ベル→３ＢＧＭ 

（３分程度）という流れにした。 

→終わりの 10分前に修理工場を閉店したことで、対象児がすべり台や 

線路マットなど他の遊びに目を向けたつぶやきが増え、遊びに広がり 

が見られた。 

遊びの終わりを３段階にして示したことで、十分に遊びに取り組むこ 

とができ、ＢＧＭの終わりにみんなと一緒に集まることができた。 

 

 ②「できるんジャー！やるんジャー！③～宿泊学習でピサをつくろう～」 

 ア授業概要について 

ピザの試作・試食を中心に、意見交換、タブレット端末を活用した調べ学習・アンケートの作成な

どを行った。本時は、一人一人のおすすめピザを食べ比べ、宿泊学習で作るピザを１つに決めた。 

イ抽出児童Ｙについて 

・友達と関わることを好み、思ったことを話すことができる。 

・発表場面では、思いついたままに話し過ぎてしまうことがある。 

○本単元における児童Ｙの主体的に学ぶ姿 

「観点に沿った理由を整理して友達に説明する姿」 

 

出発の合図に、

もう片面を貼り

始める 本当は、裏側にも貼

りたかったけど、言

われてやるのは嫌い

なのではないか 

急に貼りたくなった？ 

全員集合までの間を見

込んで、ねばったので

はないか 

タイヤにのりを塗っている途

中でチャイムが鳴った。 

タイヤものりもそのままで、

走ってすべり台へ行く 

まだ遊んでなかった！ 

あれもしたい、これもした

い！と思ったのではないか 

人がいなくなった！ 

ゆっくり、思い切り

遊べる！と思ったの

ではないか 

※授業研究会の見取りの付箋紙より抜粋 
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ウ公開研究会事前授業研究会 抽出児童の言動（太枠）、教師の見取りと解釈（細枠） 

 ～ピザの食べ比べを行い、考えて、自分の考えを話す発表場面から～ 

協議の視点 抽出児童の考えの表出を、次のステップにつなげるために 

 

 

 

エ「次につながるキーワード」 

・国語のちから ～経験と結び付いている「ちから」 

オ指導助言 秋田県総合教育センター支援チーム 主任指導主事 島津 憲司 氏 

・学習指導案上に「自分なりの言葉で話す」という目標が３人に挙がっているが、個に応じた違い 

 を整理することで、教師の支援や引き出したい姿が明確になり、児童が発表する姿の違いが際立 

 ってくる。 

・体験があるので、発表を聞いたときにお互いがイメージすることができる。話したことと掲示物 

をつなげて整理し、自分の言葉が残っていくことで、「やりとり」になっていくのではないか。 

・考えたり、観点を示し言葉を選んで発表したりする活動よりも、体を動かして役割を果たす活動  

が多く設定されている児童もいる。その児童の活動を、他の友達にとっても役に立つと実感され 

るものにしていく。 

カ授業研究会後の授業から（授業へのフィードバックと抽出児童の変容） 

引き続き、経験したことを言葉にしていけるよう、試作・試食→おい 

しいピザを選ぶ→理由を発表するという流れで学習活動を設定した。試 

食の際、児童が話したことを教師が付箋紙に書き「つぶやきメモ」の台 

紙に貼って文字で残し、それをもとに自分の考えを整理したり、発表時 

に活用したりしながら自分の気持ちを言葉で表現する力を高めていった。 

抽出児童は「つぶやきメモ」をもとに自分の考えを見直して、優先順 

位を考えることができるようになってきた。 

➁「できるんジャー！やるんジャー！⑤～クリスマスパーティーでピサを振る舞おう～」 

本時は、小学部のアンケートで出た具材で一人一つピザを試作し、みんなで食べ比べてクリスマスパ

ーティーで振る舞うピザを１つに決めた。 

キ公開研究会授業研究会 抽出児童の言動（太枠）、教師の見取りと解釈（細枠） 

協議の視点 話したいことに優先順位をつけ、選んだ理由を観点に触れながら発表することができた 

のはなぜか 

 

 

 

 

※授業研究会の見取りの付箋紙より抜粋 

ピザが配られたとき、

すぐににおいをかいだ 

調理前のこんにゃくの「生

臭い」においのインパクト

が強かったから、確かめた

かったのではないか 

２枚のピザを食べ比べて、

「きゅうりもおいしかった

けど…」と言いながらこん

にゃくピザを選んだ 

自分の発表が終わっ

たあと、にんまりし

て席に戻った 

こんにゃくのにおいの

変化が印象強かったか

ら選んだのではないか 

発表した内容が大事

な意見として認めら

れたという思いがあ

るのではないか 

発表したかったこ

と、気付いたこと、

感じたことを話すこ

とができたという満

足感、充実感を得た

のではないか 

自分の発言が書かれた付箋紙を

じっと見つめ、そこから付箋紙

を３枚選んで、１～３の優先順

位が書かれた枠に貼り、発表シ

ートを完成させた。 

自分の発表したことが付箋紙に書かれ

ていたり、後から発表シートの枠が提

示されたりしたことで「整理する」こ

とに集中できていたのではないか 

発表シートになかった４つ

目の理由を、発表場面で付

け足して話した 

発表シートを見ながら

スムーズに発表した 

友達が付箋紙に書かれてい

ないことを発表し、褒めら

れているのを見て「自分も

４つ話したい」という気持

ちになったのではないか 

繰り返しの学習で見

通しがもてており、

付箋紙があることで

安心感があったので

はないか 

※授業研究会の見取りの付箋紙より抜粋 
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ク「次につながるキーワード」 

・自分の思いを相手に伝わる言葉にする 

～これまでに出たキーワードを活用・文章化～ 

・児童のねらいに応じて「考える→発表する」の過程を工夫する 

ケ指導助言 秋田県総合教育センター支援チーム 主任指導主事 島津 憲司 氏 

・「みんなで決める」ためのお互いの関係性ができている。本時は多数決というやり方で決めていた 

が、集団の学習であるからこそ出くわした“生の問題”として貴重な話合いの場面だと捉えて、

話合いを通しピザを１つに決めるなどの活動などにもつなげていけそうだ。 

 ・「見取り」となると、児童のマイナス的な行動に注目しがちだが、よい行動に対する見取りについ 

ても整理しておくと、授業づくりの話合いがより有意義になるのではないか。よい行動の見取り

もしてみて、他の学習場面でも生かせそうな有効な手立てを洗い出してみてほしい。 

 ・見取りを丁寧に職員間で共有することを積み重ねたことで、次の支援として生かされ、児童と  

の関わり方など授業改善に確実につながっている。合わせて、集団で学ぶよさなど生活単元学習

としての授業づくりのポイントを改めて押さえることも大切になってくる。見取りの在り方と両

輪にしながら、授業づくりのポイントを整理し、さらなる授業改善につなげてほしい。 

コ授業研究会後の授業から（授業へのフィードバックと抽出児童の変容） 

これまでの学習で出たキーワードがまとめられている観点表（「味」「食   

感」「香り」「その他」に分類した表）を見ながら、言葉を相手に伝わるよう 

文章化して、アプリでちらしを作成した。 

クリスマスアレンジを決める活動では、タブレット端末で調べたり、「作  

りやすさ」を考えてアレンジの仕方を決めたりした。生地を星型に切るな  

どの活動は難しかったが、お互いに助け合いながら「難しい」や「時間がか   

かる」など実体験を伴った意見を伝え合う自然な話合いが行われていた。抽出児童は、話合いで友達 

が用いた言葉に着想を得て発表場面で自分でも使うなどしながら、「しょっかん」などの観点に沿って、

選んだ理由を整理して友達に説明した。 

 

３ 学部の実践のまとめ                                            

（１）成果と課題 

〇学部職員全員で抽出児童の「好きなこと」「得意なこと」「分かること」を基に実態把握や話合いを 

複数回行ったことで、多面的・多角的な視点による児童の実態のとらえ直しがなされた。それらは、

主体的に学びに向かう児童の姿を導くための授業構想、単元構成、手立ての見直しなどに結び付い

た。 

〇研究授業の立案にあたって、授業者から出された問いに沿った意見交換や、全職員による教材研究、

模擬授業などが役立った。授業研究会では、授業改善の選択肢を得た。 

●「見取り」を通して得られた、実態把握や授業構想、支援の在り方、また授業改善といった様々な

知見を抽出児童や該当した授業の枠にとどめず、他の教科や場面にもつなげていけるのではないだ

ろうか。 

●授業づくりのポイントを振り返ったときに、「友達とつながるための場面設定や手立て」について、

低学年児童は、一人で十分に遊ぶことで、周りに目を向ける余力が生じるのではという意見もあっ

た。友達とつながる姿を念頭に置きつつも、今の児童の主体的な姿への支援を選んでいきたい。 

（２）今後に向けて 

児童が「分かる」ことについて、児童のこれまでの経験の蓄積や、児童にとっての「分かる」ことの

深さなどを、絶えず見直していく必要を感じた。加えて、校外学習での実体験や、外部講師からの刺激

の大きさも「分かる」を広げることも実感された。 

更新し続ける児童の「分かる」、あと少しで届きそうな背伸びを一押しするような「課題設定」、児童

がやり遂げたときの「手応え」。これらの視点を、児童の「見取り」のその先に活用して、授業づくりを

行っていきたい。 
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中学部の取組



１ 研究１年次（昨年度）の実践から                              

（１）成果と課題 

○経験の積み重ね 

年間を通して、校内・校外と関わる対象を替え繰り返し行った単 

元の中で、見通しをもって自分から活動に向かう姿が見られた。 

○生徒同士をつなぐ支援 

思いの表出が苦手な生徒の見取りから「ペアでの活動」「教師の 

仲介」に焦点を当てたことで、思いを伝える姿が見られるようになった。 

●展開場面で見られた主体的に学びに向かう姿を、導入やまとめの場面でも引き出す工夫が必要。 

●成果である繰り返しの活動や生徒同士をつなぐ支援を他授業にも生かす意識付けや仕組みづくり

が今後求められる。 

（２）今後に向けて 

中学部授業づくりのポイント 

繰り返しの活動の設定 

・自分の考えを伝えられるような手立てや場面の工夫 

・導入と振り返りの工夫 

また、中学部生徒の「主体的に学びに向かう姿」（全体研究 P7参照）を集計したところ、「他者と関わ

ったりアドバイスを受け入れたりしてやってみようとする」の項目が含まれる生徒が多いことが分かっ

た。これを踏まえ、「他者との関わり」が中学部の「主体的に学びに向かう姿」のキーワードとなると考

え２年次の研究を進めていくこととした。 

 

２ 研究２年次（今年度）の実践から                              

（１）チームで取り組む児童生徒の見取りの充実 

ふらっとミーティングでは、生徒の実態把握の充実とその共有を始めとして、中学部全学年の生活単

元学習について全職員で検討する機会を設定した。 

ふらっとミーティング①（４月）では、各学年単位で生徒の実態把握を中心に行った。この段階では、

学級担任が中心となり、学級の状況や個々の生徒の特性を共有した。 

ふらっとミーティング②（５月）では、ふらっとミーティング①で得られた実態を基に、学級集団の

特徴を把握し、育みたい力や資質・能力を明確にすることを目的として行った。その際、学級担任だけ

でなく、他学年、担任外の職員の視点を取り入れた。担任外の職員からは、学級を学部全体の中で捉え

た意見、他者との関わり方や個別の支援が必要な場面などが挙げられた。こうした視点を共有すること

で、担任だけでは気付きにくい学級としての特徴や育みたい力をより具体的にすることができた。 

ふらっとミーティング③（７月）では、４月からの生活単元学習の進捗状況や授業づくりの具体的な

内容について職員間で共有し、今後の授業づくりのアイディアを出し合った。また、学年間の連携を深

めるため年間指導計画と照らし合わせた授業づくりの検討を行った。 

このように年度の早い段階からふらっとミーティングを行うことで、「生徒の目指す姿」や「主体的に

学びに向かう姿」を複数の目で検討し、それを踏まえて生活単元学習の方向性を共有することができた。

また、その中で授業づくりのポイントについても再検討を行い、以下の３点とした。 

・繰り返しかつ発展性のある単元構成の工夫 

・他者との関わりを意識した学びの設定 

・自分の思いや考えを表出するための手立ての工夫 
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（２）児童生徒の見取りを基にした主体的に学びに向かう姿を育てる授業づくり 

①中学部３年 生活単元学習 「大きく育て中３ファーム～オリジナルのフライドポテトレシピをつくろう～」  

ア授業概要について 

一昨年度から継続して行ってきた畑での作業や、調理の活動で構成しており、生徒たちの興味・関       

心や意欲も高い。その中で相手を意識し、よりよいものを提供するためにはどうすればよいかを主体 

的に考え、表現することをねらいとした授業である。 

 イ抽出生徒Ａについて 

  ・教師の言葉掛けを受けてから活動を進めることが多い。 

・話合いの場では友達の話を聞いていることが多い。 

・話合いの前に自分の意見をまとめる時間を十分にとると、 

独創的な考えを発表することがある。 

○本単元におけるＡの「主体的に学びに向かう姿」 

「自分の考えを言語化し、相手に伝えようとする姿」 

 

ウ授業研究会 抽出生徒の言動（太枠）、教師の見取りと解釈（細枠） 

「レシピの改善案をメモに書き、意見を伝え合う活 

動」の中で、Ａが「包丁を薄くする」とメモに書いた。 

教師が「薄く切るということ？」と聞くと、Ａは考え 

た後にうなずき、Ａの意見は「じゃがいもを薄く切る」 

ということで話合いが進められた。この意見が、Ａの 

本意だったのかを協議の視点に設定し、見取りを行っ 

た。「見取り」の中では、「包丁の薄さそのものを言い 

たかったのではないか」、「厚さや薄さの意味があいま 

いなのではないか」などの意見が出され、Ａの言動を 

もとに考察が行われた。 

エ「次につながるキーワード」 

・体験的な活動の設定  ・経験と言葉の一致 ・生徒に委ねる場面の設定 

オ指導助言 秋田県総合教育センター支援チーム 指導主事 髙橋 亜希子 氏 

生徒が話合い活動を通じて主体的に考えを表出できるような授業づくりが行われていた。メモを活 

用して意見を整理する工夫や、「見た目」「味」「食感」という具体的な観点を設定した点が効果的だっ

た。一方で、学習のゴールや単元全体での目指す姿が十分に明確化されておらず、各時間の到達目標

を具体化することが課題。学部研究としては、生徒の実態をもとに「見取り」を重ね、多様な意見を

尊重しながら進めることが重要。少数意見にも注目し、授業構想シートや年間指導計画との整合性を

意識しつつ、指導の改善を進めていくことを期待する。 

カ授業研究会後の授業から（授業へのフィードバックと抽出生徒の変容） 

・「調理」の中で、実際に様々な厚さでじゃがいもを切り、比較する場面を設定した。 

・「均等に揚げるためにはどうしたらよいか」など、話合う内容を限定し、生徒同士に委ねる場面を 

設定した。 

 抽出生徒Ａの変容 

体験的な活動である「調理」を繰り返し行う中で、「薄い方が火が通りやすい」と、実感を伴った発

言をする姿が見られた。単元の最後にはペアの友達に「私がやります」などと意見を伝えたり、自分

から友達に「手伝ってほしいです」と、助けを求めたりする姿が見られるようになった。 

研究会の見取りの付箋紙より抜粋 
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②中学部１年 生活単元学習 「潟上ツアーズ～追分の魅力を伝えよう～」 

ア授業概要について  

学校の所在地である「追分地区」のことを知り、地域とのつながりを深めることを目的として、 

飲食店への「取材」を行った。生徒たちは取材対象となる店舗を替えながら、「取材準備」「取材」

「編集」の三つの活動を繰り返し行い、グルメマップの制作を行ってきた。本時では「取材準備」

として和菓子屋に取材に行く前の食リポ練習の授業を行った。 

イ抽出生徒Ｄについて 

  ・失敗することを恐れて活動に消極的な様子が見られる。 

・自分の気持ちや考えを聞かれると「分からない」と表現する 

ことが多い。 

 ○本単元におけるＤの「主体的に学びに向かう姿」 

「自分の考えを表出する言葉を探し、相手に伝えようとする姿」 

ウ公開研究会事前授業研究会 抽出生徒の言動（太枠）、教師の見取りと解釈（細枠） 

取材に向けた食リポの活動の中で、教師から「後味は？」と問われ「何て言ったらいいか分からな 

い」と答えた。教師が友達のワークシートの感想を参考にするよう促したが、なお答えることができ

ない。別の教師が「自分の考えに一番近いものを指差して」と提案すると、「ほんのり甘い」という表

現を選んだ。この場面でのＤの感情や思考の動きを中心に「見取り」を行った。 

見取りでは、「味や食感を表す語彙を十分に習得して 

いない可能性がある」という意見が出された。また、

授業後の雑談において、Ｄが以前わらび餅を食べた際

に「つるっとしていた」と表現していたことが明らか

になり、「好きなものや体験したことであれば言葉にで

きるのではないか」という考察が行われた。 

エ「次につながるキーワード」 

・活動の目的の明確化 ・体験的な活動  

・グルーピングの工夫 

 

オ指導助言 秋田県総合教育センター支援チーム 指導主事 髙橋 亜希子 氏 

Ｄの気持ちを表出するために食リポの活動を中心とし、ワークシートを効果的に活用することで、 

生徒たちが意見を整理しやすくなっていた。この活動は、思いを言語化し、順序立てて話す力を育む

良い機会だった。一方で、授業のゴールが生徒自身に十分伝わっていたかが課題となった。地域に出

掛けて学ぶ活動やグルメマップを制作する目的について明確にし、生徒が「何のために学ぶのか」を

意識できるとよい。また、今後の取材活動において、他店との違いやお店独自の魅力を考える機会を

設けることで、生徒たちがさらに表現力を磨けるような手立てが必要。地域の方々との直接的なやり

取りの中から、生徒自身が学びの実感を深められることを期待する。 

カ授業研究会後の授業から（授業へのフィードバック） 

「食べてみたい」「行ってみたい」と感じさせるグルメマップの制作を目的として、導入やまとめの 

場面でその目的を繰り返し確認する機会を設けた。また、「取材」や「食リポ」の場面を動画で記録し、

生徒のつぶやきや考えをメモに残すことで、編集時に活用できるようにした。また、グループ編成を

見直し、取材する店舗ごとに活動を進めることとし、話合いを通じて記事を作成する構成に変更した。 

キ公開研究会授業研究会（教師の見取りと解釈から） 

前時に取材したケーキ屋の編集メモを作成する話合いの前半では、Ｄが「迷う」「Ｂ君助けて」「思 

研究会の見取りの付箋紙より抜粋 
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い付かない」とつぶやく姿が見られた。一方、話合いの後半では「チョコレートの粉末がのってい

る」と自分から発言した。Ｄの言動の変化について、その背景にある感情や思考の動きを中心に「見

取り」を行った。 

見取りでは、「Ｄの以前の姿と比べると、Ｂへの信頼感が増して、発言全体が増えている」「教師 

が離れ、Ｂと二人きりになったときに発言していた」など言動の背景にあるＢとの関係や、それに

基づいたＤ自身の活動への自信について多くの考察が行われた。 

ク「次につながるキーワード」 

・安心できるペアの継続 ・主体的なやり取りを引き出す場 ・操作しながら相談するための手立て 

ケ指導助言 秋田県総合教育センター支援チーム 指導主事 髙橋 亜希子 氏 

「おすすめメニューの魅力を伝える言葉を考える」ことを主眼とし、取材に関する言葉を思い出し、 

他者に伝えようとする姿が見られた。特にＤが自ら意見を伝えたり、Ｂに質問して助けを求めたりす

る姿が見られ授業改善の成果が表れていた。 

単元終了に向けて、生徒の変容を具体的に把握し、活動を振り返る場面を設け、期待する「主体的 

に学びに向かう姿」を明確化することが求められる。さらに、生活単元学習と他の学習との学びを関

連付け、指導計画の整合性を高め、学級全体として成長を促していくことが重要。生徒の経験や内面

の動きを重視した授業づくりを意識し、次の段階への準備を進めていくことを期待する。 

コ授業研究会後の授業から（授業へのフィードバックと抽出生徒の変容） 

・タブレット端末の「Keynote」の共有機能を活用し、複数の生徒 

が同時に資料を編集する場面を取り入れた。 

・ＤとＢだけでなく、グループ全体で相談しながら担当部分を編 

集する活動内容に変更した。 

抽出生徒Ｄの変容 

単元の後半、マップの編集の中で、「取材の感想コーナー」を担当し、自身の取材体験と言葉を結び

付け、感想を文章化した。文章化する前は、編集グループの友達に「俺が一番印象的だったのは〇〇」

「店主さんはこだわりがある人だと思う。なぜなら…」などと自分の意見を自然と話す姿が見られた。

また、友達に「〇〇君はここに写真を入れて」などと自分から働き掛ける姿が見られるようになった。 

 

３ 学部の実践のまとめ                                            

（１）成果と課題 

○研究１年次で設定した「授業づくりのポイント」をふらっとミーティングや日々の授業実践と照ら

し合わせて再整理し、単元計画や活動内容等に反映させることができた。 

○全学年の生活単元学習について構想の段階から全職員で検討を行った。それにより、学級の特徴や

学びの方向性を共有した上で「見取り」を行い、一貫性のある授業づくりができた。 

○抽出生徒を設定する際、「主体的に学びに向かう姿」が「自分の気持ちを言葉で相手に伝える」とい

う点で類似している生徒を意図的に選定したことにより、他学年の単元であっても「次につながるキ

ーワード」が応用でき、学部として継続的な授業改善ができた。 

●生徒の特定の場面の「見取り」から得られた成果を般化して、他の場面や授業の中でどのように生

かすことができるかについて、具体的な検討が行えなかった。 

（２）今後に向けて 

・ふらっとミーティングの今年度の取組を受け、次年度以降も継続して行うために、実施時期や回数、  

ミーティング内容について計画を作成する。 

・生活単元学習のみならず、他の授業でも「見取り」の視点から授業づくりを行い、生徒の言動の背 

景や内面に視点を向けた授業改善を継続して行っていく。 
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高等部の取組



１ 研究１年次（昨年度）の実践から                              

（１）成果と課題 

〇見取りの共有による、支援や目標設定の充実 

学級担任と作業学習担当がふらっとミーティングを通して日々の見取りを共有したことで、適切な 

役割の設定や補助具等の支援の充実につながった。また、実習の様子や評価について共有したことで、  

 後期の作業学習におけるスムーズかつ適切な目標設定につながった。 

 ●生徒の理解を支える支援 

目標や役割が教師からトップダウン的に生徒に下りることがあり、生徒にとって自分事としての意  

 識が薄くなることがあった。目標に対する生徒自身の理解が課題となった。 

 ●卒業後を意識した指導内容の絞り込み、支援方法の共有 

卒業後に求められる力をより焦点化し、作業担当と担任以外の生徒を取り巻く広い範囲でアプロー 

チしていくことが必要であると分かった。 

（２）今後に向けて 

高等部授業づくりのポイント① 「卒業後に焦点を当てた目標設定」 

外部評価を活用し、生徒が自分事として課題を捉え価値付けられるような目標設定を行う。 

 高等部授業づくりのポイント② 「他の学習への般化」 

より細かな見取りの共有を行う。様々な学習担当が、目標を共通理解して生徒にアプローチする。 

 

２ 研究２年次（今年度）の実践から                              

（１）チームで取り組む児童生徒の見取りの充実 

ふらっとミーティング①（４月） 

・各学年単位で、実態の共有を行った。学級担任が中心となり、学級の状況や生徒の実態を共有した。 

ふらっとミーティング②（５月） 

・アグリサービス班、木工班の今年度の活動や生徒の実態について、他の学級や作業学習グループの      

教師が入り混じり小グループに別れて話をした。これにより、５月時点ではまだ曖昧だった生徒の

実態や課題への理解が深まり、適切な個人目標の設定や実態に合わせた掲示物の工夫などにつなげ

ることができた。 

・外部評価の活用方法について検討し、以下の３点を行うこととした。  

①現場実習の外部評価のファイリング、学部回覧（２・３年生） 

②担任による校内実習の評価と学部回覧（１年生） 

③巡回指導記録の様式変更（見取りの観点統一）※１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふらっとミーティング③（７月） 

・全校授業研究会に向けた、学習課題の設定や作業内容、グルーピングの検討を学部内で行った。生  

徒一人一人の個人目標達成に向け、細かな作業工程や支援方法について話し合った。 

【巡回指導記録】 

※１ 現場実習時、相手先

に聞き取る点を学部内で整

理し、見取り・聞き取りの

観点を統一した。巡回指導

担当者の観察と実習先から

いただいた声を分けて記録

できるようにした。 
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（２）児童生徒の見取りを基にした主体的に学びに向かう姿を育てる授業づくり 

①アグリサービス班 作業学習「学園祭に向けて ～グリーンガーデン（花壇）の管理～」 

ア授業概要について 

前題材で学んだ知識や道具の使い方を生かし、本時はポット上げの活動を 

行う。グループやペアでの作業を行う中で、主体的に発信・協力する場面を 

意図的に設定した。自分の役割に責任をもち、仲間や教師と相談しながら問 

題を解決する経験を増やし、考えるや協働する力を育むことを目指した。 

 イ抽出生徒 Fについて 

 ・苦手なことに対して不安を感じている様子が見られる。 

・仲間との協力場面を繰り返し設定したことで、積極的に挑戦する姿が見られるようになってきた。 

○本題材における Fの「主体的に学びに向かう姿」 

「仲間と一緒に新しいことや苦手なことに挑戦し、助け合いながら取り組む姿」 

 

ウ授業研究会 抽出生徒の言動（太枠）、教師の見取りと解釈（細枠） 

協議の視点① 受け身ではなく、声を掛け合って取

り組むことができていた。今後、ステップアップす

るための場の設定や支援はどうあればよいか。 

協議の視点② 正しい穴の深さではないポットが

複数あったが報告。これでよいと思って報告したの

か、曖昧だったが終わったので報告したのか。 

 
 

 

エ「次につながるキーワード」 

「協力する姿の言語化」、「自己理解」、「工程や支援の引き算」、「自信のある作業でリーダー」 

「グルーピングの工夫」、「知識、技術の習得」、「グループ作業と一人で行う作業の組み合わせ」 

オ指導助言 秋田県総合教育センター支援チーム 指導主事 進藤拓歩氏 

作業学習は「働く意欲を培う」ことを目的としている。アグリサービス班は自然の中での活動のた

め、天候に左右される難しさもあるが、臨機応変な対応力を養うことができる。粗大運動で体力を養

ったり細かい作業で集中力を育てたりすることも可能である。収穫の喜び、収穫したものを加工して

販売する喜びといったことも農作業ならではの体験だと考える。その作業だからこそ育まれる力につ

いて押さえておくとよい。本時の授業では、掲示物や教材が充実しており、生徒たちが安心して作業

に取り組める環境が整っていた。本題材の指導計画における序盤の段階としては、丁寧で効果的な設

定だった。この後、先生方の働き掛けをどのように減らしていくかがポイントとなる。F は動き出し

が遅れることがあるが、一度動き出すと集中して作業に取り組む姿が見られた。今日は自ら考え行動

する姿が目立ち、次のステップに進む姿勢が見られた。 

カ授業研究会後の授業から（授業へのフィードバックと抽出生徒の変容） 

「グルーピングの工夫」→一人で畑一畝を担当する機会を設定することで、仲間の担当する畝と見  

比べ間違いに気付いてやり直したり、分からないことを教師に自分から聞きに来たりする姿が見られ

た。別作業でリーダーに任命した際は、仲間に教える姿が見られた。本題材で目指す姿が多く見られ

るようになった。 

「協力する姿の言語化」→「Aさんが一緒に作業をしてくれたので時間内に目標数が達成できまし 

たね」等、協力した場面を具体的に伝えることで協力を実感し、具体的な「協力する姿」を振り返る

ことができた。 

友達に「これっ

て準備する？」 

不安。活動を覚

えていないので

はないか？ 

話しやすいグ

ループ。安心

が必要か？ 

ポットに土を入れ

た後、スコップを

もってうろうろ 

土の量を調整すること

は分かっていたが、適

量が分かっていないの

では？ 

友達の作業の様子を

ちらちら見ていた 

穴あけの正解が分か

らない？友達のまね

をしていれば大丈夫

と思っているのでは

ないか？ 

友達の後ろを

ついて行く 

活動が分からないわ

けではないが、一人

で役割を果たす経験

が少ないのでは？ 

※授業研究会の見取りの付箋紙より抜粋 
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②木工班 作業学習 「道の駅てんのうでの販売に向けて～秋田杉の箸とデザイン箸の製作～」 

ア授業概要について 

  道の駅てんのうでの作業学習製品販売会に向け、箸 60膳を製作した。   

自分が担当する工程に責任をもち製品の仕上がり具合を自分で確認する  

こと、報告をするときの目線や声の大きさ等基本的な態度を身に付ける  

ことを単元の大きな目標とした。 

イ抽出生徒 Nについて 

 ・今年度本校に入学。本題材では箸のかんな掛けを担当している。 

・題材設定前は自分に自信がなく、後ろ向きな発言が多かった。 

・経験したことがない活動は拒否をする、消極的な姿が見られた。 

○本題材における Nの「主体的に学びに向かう姿」 

「製品の仕上がり具合を自分で確認しながら作業を進める姿」 

 

ウ公開研究会事前授業研究会 抽出生徒の言動（太枠）、教師の見取りと解釈（細枠） 

協議の視点 報告場面でやりとりしていることが、

振り返りでの発表につながらないのはなぜか 

 

 

 

エ「次につながるキーワード」 

「斜めにならないための手立て」、「個別の振り返り」、「行動と言語をつなげる」 

「見え方への配慮と環境整備」、「視覚化する、繰り返す」 

オ指導助言 秋田県総合教育センター支援チーム 指導主事 進藤拓歩氏 

生徒が自分の役割に一生懸命取り組んでいる印象を受けた。様々な配慮に支えられており、工程表、 

出来高表がとても見やすかった。チェックポイントも、ふらっと授業参観を受け改善が見られた。教

師の言葉掛けについても、言葉の量や話し方が配慮されており、自分たちで考えて動くことにつなが

っていた。 

N は、自分で規格を見ながら丁寧に作業を積み重ねている。学習活動がうまく進んでいくポイント

だった。一方、見え方や言語化が今後ポイントとなる。教師側が発する言葉を工夫したり言語でやり

とりする際工夫をしたりする必要がある。自立活動の視点も重要となる。 

カ授業研究会後の授業から（授業へのフィードバック） 

「見え方への配慮と環境整備」→抽出生徒の視力が弱いことと外部専門家の助言を基にかんな掛 

けの治具の工夫と作業台の高さ調整を行った。 

「行動と言語をつなげる」→生徒から言葉が出ないときには、教師側から「力の入れ方」、「角度」 

「かんなの持ち方」の三つを観点として提示した。 

 

 

 

声が小さい 

緊張しているの

ではないか？ 

問い掛けに対して

無言 

どうすればいいか

分からない？ 

言語化でき

ない？ 

間違えたく

ない？ 

忘れて  

しまった？ 

※授業研究会の見取りの付箋紙より抜粋 

一回目のかんな掛けで、箸がひし形になっ

てしまった。報告時、教師から理由を尋ねら

れたが「分かりません」と答える。そのため、

力の入れ方を確認する場面を設定した。 

その後、規格通りに仕上げることができ

た。しかし、振り返り場面では言葉がなかな

か出てこなかった。作業中はポイントを意識

して作業できていたのか、それとも言葉とし

て表現することができなかったのか。 
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キ公開研究会授業研究会 抽出生徒の言動（太枠）、教師の見取りと解釈（細枠） 

協議の視点 報告場面でやりとりしていることが、

振り返りでの発表につながらないのはなぜか 

 

 

ク次につながるキーワード」 

「ポイントを始めに確認→ポイントに対して振り返りのできるキーワード」 

「振り返りにつながる場面を視覚化」、「認める場面を増やす」、「即時評価の視覚化」 

「チェックポイントを意識した振り返り」、「“まぐれ”をまぐれにしない」支援 

ケ指導助言 秋田県総合教育センター支援チーム 指導主事 進藤 拓歩 氏 

熱心に作業に取り組んでおり、育ちを感じる。音声言語でのやりとりが難しいからメモや写真とい 

うように、一足飛びに手立てにいってしまうことがないようにしたい。「本人」にとって振り返りやす

いツールは何か、学習者の視点を意識し本人と作戦会議をするのも一つではないか。生徒本人のキャ

リア形成に寄り添い、生徒が主語になるようにしていければよい。 

題材計画は、細かい単元計画の記載があれば主体的・対話的で深い学びのデザインが見えてくるの 

ではないか。作業学習製品製作と販売準備で、題材を分けてもよい。 

コ授業研究会後の授業から（授業へのフィードバックと抽出生徒の変容） 

  「振り返りにつながる報告場面を視覚化」→作業中に生徒が話したことを、簡略化・キーワード化 

して、教師が付箋紙に書いて残した。報告時言葉が出てこないときに、書き残した付箋紙を見返した

り、「かんなの角度」「木材の固さ」等の選択肢を提示したりした。これにより、以前より短い時間で

作業日誌記入できるようになった。箸の幅を削りすぎた際には、報告時その理由を話せることが増え

た。付箋紙を使った振り返りの方法が合っているか、抽出生徒に確認したところ「頭ではいろいろ浮

かんでくるけど、言葉では出てこない。これ（付箋紙）があると、やりやすい。書きやすい」と話し

たため、現在は生活単元学習等その他の学習でも、付箋紙を活用している。 

 

３ 学部の実践のまとめ                                              

（１）成果と課題 

〇前年度の反省を生かし、ふらっとミーティングを通して見取りの共有を学部全体で継続的に行った  

こと、実習後に外部評価（１年生は担任による評価を導入）の共有と活用を行ったことにより、生

徒を取り巻く様々な学習担当が明確に生徒個々の目標を認識し、他の学習場面でアプローチするこ

とができた。これにより生徒自身にも目標が「自分事」として意識付けられ、多くの変容や成長が

見られた。 

〇今回の授業実践の中で、共通して「振り返り場面での言語化」「自立活動の視点」がキーワードとし 

て挙がり、主体的に学びに向かう姿を育てるための有効な視点として見出された。 

●抽出生徒に焦点化していた実践を、どのように他の生徒にも活かすのか、その還元方法について整 

理する必要がある。 

（２）今後に向けて 

・「主体的に学びに向かう姿」を引き出すため、安心できる環境設定やグルーピングの工夫を行ってい 

く。そのために、学部内で「見取り」を引き続き共有し、生徒を多角的に捉えていく。 

・思考が深まるような発問や手立ての工夫を行っていく。その際は生徒とともに方法を検討し、本人 

の考えや意見を尊重しながら自己決定できるようにする。 

・「夢や願い」の実現に向け自己理解を深め、「どうすればできるのか」「何をするべきか」を生徒自身 

が考え、判断する力を高めるために、キャリアノートを活用して自己と向き合う機会を設けていく。 

振り返り場面で言え

ない、書けない 

何について言

えばいいのか

和からない？ 

うまくいったとき

「まぐれです」と 

発言 どう伝えたらい

いか分からな

い？ 自信がない？ 

言語化が

難しい？ 

考えずに答え

ている？ 
目標と自己評価を合わせ

て考えるのが難しい？ 

 報告の都度、N と一緒に失敗や成功を

確認し言葉を引き出している。しかし、

それが学習のまとめ場面の振り返りにつ

ながらない。本時では、作業日誌に記入

できたのは「のぎすで、はかることがで

きました」という言葉だけだった。どう

すれば振り返りの際、文章に表したり周

囲に伝えたりできるだろうか。 

※授業研究会の見取りの付箋紙より抜粋 
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公開研究会

◆小学部４年 生活単元学習

◆中学部１年 生活単元学習

◆高等部木工班 作業学習



令和６年度公開研究会                            
１２月５日、本校と総合教育センター講堂を会場に、公開研究会を開催した。研究会には県内特別支

援学校等から３０名を超える先生方に御参加いただいた。 

 提示授業では、各学部において「児童生徒の主体的に学びに向かう姿を育てる授業」を提示した。ま

た、分科会では、御参加の皆様を交え、「見取り」に基づくそれぞれの「解釈」について対話を通して聴

き合いながら「次につながるキーワード」を導き出す研究協議を行った。 

 

 

講演では、金沢星稜大学柳川公三子氏から『なぜ、子どもの「内

面」を見取るのか？-「令和の日本型学校教育」の構築を目指して-』

のテーマの下、教育現場における「内面の見取り」や「授業改善」

の重要性、また令和の日本型学校教育に求められる学びの在り方に

ついて御講演いただいた。 

 

 

 

１ 今、求められる授業とは？                                        

現代の学校教育は、社会の変化に伴い大きな転換を求められている。AIやビッグデータの進展、新型

コロナウイルスの影響などにより、社会は予測困難な時代へと移行した。このような背景から、学校教

育は「個別最適な学び」と「協働的な学び」を通じて、生徒が自分の可能性を認識し、他者を尊重し、

協働しながら課題を乗り越える力を育むことが重要とされている。その中で、学習者自身が主体的に考

え、学び合うことを中心に据えた授業改善が求められている。特に、ICT 活用を含む新しい教育手法が

不可欠となり、これらの実現が授業研究の柱となっている。 

２ 今、求められる「内面の見取り」 

「内面の見取り」とは、児童生徒一人一人の成長や学びの過程を深く理解し、適切に支援するために

必要不可欠である。従来の画一的な教育の限界が顕著になる中で、生徒が自己調整し、自ら課題を見つ

けて解決できる力を育む必要がある。これは、子どもの内面の成長過程や学びのつまずきを捉え、それ

に応じた柔軟な指導を行うことによって実現される。また、学びを「指導されるもの」から「自ら作り

出すもの」へと変える視点が求められている。この見取りの視点は、教育の質を向上させる上で重要な

ものである。 

３ 「協働的な学び」を通した授業者自身の「個別最適な学び」 

授業者自身もまた、児童生徒との協働的な学びを通じて成長していくことが求められている。他校の

事例では、生徒たちが地域の農園と協力してバナナマフィンの製造販売に取り組む中で、主体的に課題

を見付け、意欲的に改善を重ねていった。このプロセスで生徒たちは、地域社会との関わりを深め、多

様な価値観に触れる中で自己肯定感や意欲を育んだ。同時に、授業者も生徒の成長を見取り、共に学ぶ

中で自らの教育実践を深めることができた。こうした事例は、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の

相乗効果を示しており、教育現場全体で共有すべき重要な視点と言える。 

これら３点を通じ、教育の根幹にある「学び続ける力」を児童生徒だけでなく、授業者自身も実践し、

教育の質を向上させていくことが求められている。

【御講演をされる柳川先生】 
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小学部 第４学年 生活単元学習 学習指導案 

日 時：令和６年１２月５日（木） 

１０:００～１０:４５ 

場 所：小学部４年教室 

授業者：渡辺舞子（Ｔ１）、小玉美貴子（Ｔ２） 

    山田玲子（Ｔ３） 

１ 単元名 

  できるんジャー！やるんジャー！⑤ ～クリスマスパーティーでピザを振る舞おう～ 

 

２ 目 標 

（１）クリスマスピザのソースやトッピングする食材を大まかに分類し、調べたことをまねして食材をクリス

マスに合う形にアレンジしたり、タブレット端末を使ってチラシをつくったりする。【知・技】 

（２）アンケートや友達の意見から自分の意見をまとめてピザのトッピングを決めたり、選んだ実物を指し示

して思いを伝えたりして発表する。【思・判・表】 

（３）学部の友達に振る舞うことを楽しみに、当日までの準備を友達と協力して進めたり、学部の友達に自信

をもってピザを紹介したりする。【学】 

 

３ 児童と単元 

（１）児童について 

   本学習グループは、男子３名、女子１名の計４名で構成されている。３名は言葉でコミュニケーションを

とり、全体指示を聞いて動いたり、ルールや手順などを理解して活動に参加したりする。１名は、言葉の指

示のみで理解することは難しいが、慣れている活動であれば写真や動画を手掛かりに活動に見通しをもつこ

とができる。全員、同じ学年の友達と関わることが好きで、学習中は、声を掛け合って分担した活動に取り

組めるようになってきた。一方で、他学年の友達にはどのように関わってよいか分からず、自分から話し掛

けることは少ない。また、自分に自信のない児童が多く、意見を求められると黙ってしまったり、友達と同

じことを話したりすることがある。児童の発言を肯定しながら話しやすい環境を作り、自由に自己表現する

場を設けてきたことで、少しずつ自分なりの言動で表現しようとする姿が見られるようになってきている。

食べ物への関心は高く、食材の種類や分類などの知識は十分ではないものの、調理活動に喜んで取り組む。

タブレット端末は動画視聴、画像保存の操作方法が分かる程度で、活用できる場面が限られている。 

 

（２）単元について 

   本単元では、ピザづくりを活動の中心とし、タブレット端末を使用した調べ学習や調理活動、アンケート

調査、試作・試食などを行う。ピザはトッピングの種類が豊富で、自分の好きな食材を見付けやすいだけで

なく、新しい食材のおいしさを知る機会にもつなげやすい。また、調理工程も分かりやすく、食材が変わっ

ても同様の手順で調理を行えるため、食材の味や特徴に関する知識を深めることができる。 

これまでは、宿泊学習で自分たちのオリジナルピザを作ることを目指し、保護者や職員のアンケートで出

た食材でピザを作り食べ比べる活動を行ってきた。結団式では学部の友達や先生に、宿泊学習当日は外部講

師や施設の職員など、地域の人たちにオリジナルピザを振る舞った。その際に、これまでの学習過程や食材

について自分たちから進んで紹介する姿が見られ、学習を通しておいしいピザを作ることへの自信が高まっ

ていることが伺えた。また、宿泊学習ではピザ専門店でピザを食べ、よりおいしいピザを作ることへの意欲

を高めることができた。事後学習では、専門店で食べたピザについて調べたり、トッピングされていた食材

を食べたりして、これまであまり口にしたことのないピザに合う食材についても知ることができた。 

本単元では、クリスマスパーティーで学部の友達や職員に振る舞うピザを決めて振る舞う。ピザのトッピ

ングは、学部の友達や職員のアンケートに書かれていた食材と、ピザ専門店で知った食材の中から選ぶ。ト

ッピングの組み合わせを考え、試作・試食を繰り返して自分のおすすめピザを決めて友達に紹介し、最後に

は、多数決をしてクリスマスパーティーで振る舞うピザを２つ決める。また、これまで学んできたタブレッ

ト端末の利用方法に加え、アプリを使ったチラシの作り方を覚えることを期待している。自分でトッピング

の組み合わせを考えて探求していく楽しさや、友達の意見を取り入れてよりおいしいピザを作っていく楽し

さを味わいながら自信をもって自分の考えを発表する力を育みたいと考え、本単元を設定した。 
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（３）指導について（児童の「主体的に学びに向かう姿」を引き出す工夫） 

・発言しやすい環境を作るために、肯定的に応答したり、児童が安心するような言葉掛けをしたりする。ま

た、活発な発言を促すために、「詳しく話す」ことを本単元だけでなく、日常生活の中でも頑張ることと

して確認し、学校生活全般を通して環境づくりを行う。① 

・学習に意欲をもって参加できるように、児童の得意なことや好きなことを学習活動や教材に取り入れた

り、役割を設定したりする。② 

・試食時に児童から出たキーワードを付箋紙に書いてそれぞれの「つぶやきメモ」に貼り、発表時に使用す

る。また、学習の積み重ねが分かるように、発表で出たキーワードは「観点カード」にまとめていく。観

点は「味」、「食感」、「香り」「その他」とし、クリスマスに合う食材のアレンジを考える際は、観点に

「クリスマスらしさ」を加える。⑤ 

・「おいしくつくるために」という視点で、試作・試食を重ねていけるように、同日に試作を繰り返せるよ

う学習を計画したり、友達のおすすめピザを試食する場面を設けたりする。また、試作の流れが分かるよ

うに、「マイレシピ」を準備する。⑥ 

・全員が見通しをもって活動に向かえるように、板書でイラストや写真を提示したり、同じ流れで学習を積

み重ねたりする。③ 

 ・自分たちで調べ学習を進めていけるように、既習事項をまとめた「できるんジャー！やるんジャー！タブ

レットそうさ」表を準備し、迷ったときに活用を勧める。③ 

 ・クリスマスを意識できるように、クリスマスの音楽を流したり、クリスマスの飾りを準備したりする。① 

※丸数字は単元構想シート裏面参照 

 

４ 指導計画（総時数４９時間 本時 ２４／４９） 

小単元名 ・主な学習活動 時数 目標 扱う教科の内容 

（１）クリスマスパーティーで
振る舞うピザを決めよう 
・アンケート調べ 
・食材の検索、画像保存、分類 
・試作、試食①（計３回） 
・自分のおすすめピザの紹介 
・１つ目のピザの決定 
・試作、試食②（計３回） 
・自分のおすすめピザの紹介 
・２つ目のピザの決定 

２４ 
 

本時 
(24/24) 

・アンケートに書かれている食材を調べて画像を保存
したり、食材を野菜、果物、お菓子等に分類したりす
る。【知・技】 

・アンケートから２種類の食材を決めて試作・試食し、
ピザに合う組み合わせを考える【思・判・表】【学】 

・友達のおすすめピザと自分のおすすめピザを食べ比
べ、よりピザがおいしくなる食材を考えて、次の食材
の組み合わせを決める。【思・判・表】【学】 

・「味」「食感」「香り」などの観点を手掛かりに自分の
おすすめピザを紹介したり、選んだ理由を発表したり
する。【思・判・表】【学】 

生活（基本的
生活習慣、安
全きまり、人
との関わり） 
国語 
算数（図形） 
図画工作（表
現） 

（２）クリスマスに合うトッピ
ングを決めよう 
・クリスマスのトッピング調
べ 

・食材のアレンジ 
・自分のおすすめするアレン
ジトッピングの紹介 

・トッピングのアレンジの仕
方の決定 

１２ ・決まった食材を基に、クリスマストッピングを調べ、
調べたやり方をまねして教師と一緒に食材をアレン
ジする。【知・技】 

・自分のおすすめするクリスマストッピングを友達に
紹介し、使用した調理器具や調理工程、おすすめする
理由を紹介する。【思・判・表】【学】 

・実際にピザを焼き、焼いた後の見た目から、「クリス
マスだと分かる」「もらった相手が喜ぶ」という観点
からトッピングのアレンジの仕方を決める。【思・判・
表】【学】 

生活（基本的
生活習慣、安
全きまり、遊
び、人との関
わり） 
国語 
算数（図形） 
図画工作（表
現） 
 

（３）メニュー表をつくろう 
・メニュー表づくり、渡し 
 

３ ・レイアウトや文字の大きさを友達と一緒に考え、自分
たちが保存した画像を使ってアプリでメニュー表を
作成する。【知・技】【思・判・表】【学】 

算数（図形） 
図画工作（表
現） 

（４）さぁ、クリスマスパーテ
ィーで振る舞おう！ 
・ピザの紹介の仕方や渡し方
を考えて練習 

・本番！振る舞い！ 

８ ・振る舞うピザのおすすめポイントを考えたり、紹介す
る際に使う写真を決めたりする。【知・技】【思・判・
表】【学】 

・友達と協力してピザを作ったり、ピザを渡す際の渡し
方や表情、クリスマスにちなんだフレーズを考えたり
する。【思・判・表】【学】 

生活（人との
関わり予定） 
国語 
算数（数と計
算） 
音楽（鑑賞） 

（５）クリスマスパーティー大
成功！ 
・振り返り 

２ ・写真や動画を見て、学部の友達や先生の様子を見た
り、自分たちの振る舞い方を振り返ったりする。【思・
判・表】【学】 

生活（人との
関わり） 
国語 
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５ 本時の計画 

（１）全体の目標                                  

・自分がおいしいと思ったピザを一つ選んだり、観点を手掛かりに選んだ理由を発表したりする。【思・

判・表】 

 

（２）個別の実態と本時の目標 

児童名 実  態 本時の目標 手立て 

Ａ 

興味・関心の高いものは写真や実物を
指差して正確に選ぶことができる。その
他は写真を提示すると指差すが、自分の
気持ちと一致していないことも多い。
「おいしいですか」と聞かれると苦手な
物でも手を頬に当て、おいしいポーズを
とることがある。食べたくない食材の皿
は遠ざけるなどするが、気に入ると一口
食べた後でおかわりすることもある。 

・４つの中から自分
の好きなピザを一
つ選んだり、自分
の気持ちをジェス
チャーで伝えたり
する。 

・好きなピザを選べるように、児
童の好きな食材を用意したり、
指差しや発声でピザを選んだ直
後にいいねシールを貼ったりす
る。 

・食べたくない様子が見られた際
は、教師が「いらない時は」と
言葉掛けし、ジェスチャーする
よう促す。 

Ｂ 

教師の指差しに合わせて平仮名を拾い
読みできるが、読み上げても単語として
理解することが難しい。日常的には言葉
の指示や記憶、イラスト、周りの様子を
手掛かりに見通しをもっている。自信が
なく、友達が選んだことをまねして選ぶ
ことがよくある。発表では、選んだ理由
を「おいしいです」など簡単な言葉で話
したり、自信のなさから知っている情報
を単語で次々と話したりすることもある
が、試食時に思わず出た言葉を教師が肯
定すると発表でも同じ言葉を使って話せ
るようになってきている。 

・試食時に、観点を
手掛かりに感想を
話し、その言葉を
使って理由を発表
する。 

・試食前に観点を強調して読んだ
り、試食中に教師が観点に沿っ
た質問をしたりする。 

・自信をもって話せるように、試
食時に児童から出た発言を肯定
したり、児童が話した言葉を付
箋紙に書いて「つぶやきメモ」
に貼り、発表前に一緒に書かれ
た言葉を確認したりする。 

・発表時に焦っている様子が見ら
れた際は、児童の発言を肯定し
たり、「つぶやきメモ」の言葉
を一緒に拾い読みしたりする。 

Ｃ 

思ったことを的確に話すことができ
るが、発表場面では、思いついたまま
細かく話し過ぎてしまったり、集中力
の低下により簡単な言葉で発表を終わ
らせようとしたりすることがある。ま
た、自分から友達を助けようとした
り、困っている友達にアドバイスした
りできるが、友達の意見を否定した
り、自分の意見が一番よいということ
を主張したりすることがある。 

・話したいことに優
先順位をつけ、選
んだ理由を観点に
触れながら発表す
る。 

・教師の言葉掛けを
うけ、友達の意見
のよいところを見
付ける。 

・観点を基に考えていけるよう
に、試食前に観点カードを指し
示したり、出てきた発言に対し
て観点名を話して関連付けたり
する。 

・話したいことに優先順位をつけ
られるように、「つぶやきメ
モ」に番号を書いておく。 

・友達の意見を肯定的に捉えられ
るように、「素敵な言葉が出て
きたね」等と言葉掛けして本児
の気付きや発言を待つ。 

Ｄ 

複数の選択肢の中から１つを選んだ
り、書いてあることを読んだりすること
はできるが、突然理由を聞かれると自信
のなさから「分からない」と話したり、
黙ってしまったりすることが多い。試食
時はあまり感想が出てこないが、時間を
設けるとじっくりと考え、自分の意見を
話す。また、出た意見を観点ごとに分類
できるようになってきている。まだ慣れ
ない相手や環境だと、緊張からうまく自
分の気持ちを話せないことがある。 

・つぶやきメモに書
いてある言葉に加
えて、観点を手掛
かりに、選んだ理
由をもう１つ発表
する。 

・試食後に観点を確認しながら考
える時間を設け、つぶやきメモ
に書いていること以外にも話し
てほしいことを伝える。 

・考えている際は、話し始めるま
で待ち、話し始めたら肯定的な
言葉で相づちを打つ。 
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（３）学習過程 

時間 学習活動 手立て・指導上の留意点 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

１ 本時の学習内容を知る。 

 

めあて 

・クリスマスパーティーでふる

まいたいピザを１つえらぶ。 

・りゆうをくわしくはなす。 

 

 

２ マイレシピを使っておすすめ

ピザを紹介する。 

 

 

３ ピザを試食し、食べ比べる。 

①（Ａ）が食べる 

②（Ａ）が選ぶ 

  ③他の児童が食べる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ クリスマスパーティーで振る

舞うピザを１つ選び、理由を発表

する。 

  ①児童が発表 

②参観者数名が発表 

③多数決で１つ決める 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の学習を振り返る。 

 

 

 

 

・本時の活動が分かるように、イラストや写真を用意する。 

・めあてについて具体的にイメージできるように、「理由を詳しく

話す」具体的な姿について発問し、児童から出てきた言葉をめ

あてに書き入れる。 

・観点は「味」、「食感」、「香り」、「その他」とし、付箋紙を貼る

表を用意し、これまでの学習の積み重ねが分かるようにする。 

・（Ａ）がめあてを具体的にイメージできるように、写真やイラス

トを準備する。 

・これまでの試作の流れやおすすめピザの食材が分かる「マイレ

シピ」を一人一枚準備する。 

・おすすめする理由を紹介できるように、前時の試食の際に出た

キーワードを付箋紙に書き、マイレシピに貼る。 

・（Ａ）がどのピザがおいしいと思ったのか他の児童が考えられる

ように、食べている様子を見る場面を設定する。 

・観点を意識しながら試食ができるように、試食前に観点を指し

示して確認したり、試食中に児童から出てきた感想と観点名を

関連付けたりする。 

・（Ｂ・Ｃ・Ｄ）理由を発表する際に、自信をもって発表できるよ

うに、食べているときに児童から出た観点に関するキーワード

を付箋紙に書いて「つぶやきメモ」に貼ったり、発言を肯定し

たりする。 

・（Ａ）がピザを「もう食べない」と伝えた際は、その後の学習に

も意欲をもって参加できるよう、友達や参観者にピザを配った

り、多数決で使用するくす玉を作ったりする等役割を準備する。 

・Ｔ３は（Ａ）が活動に見通しをもてるように、写真や実物を提

示し、活動毎に確認する。 

・めあてを意識して発表できるように、再度めあてを確認する。 

・自信をもって理由を話したり、整理して話したりできるように、

「つぶやきメモ」を見ながら、話す内容を考える時間を設ける。 

・発表で出たキーワードが分かるように「つぶやきメモ」から発

表で使用した付箋紙絵を剥がして黒板に貼ったり、Ｔ２が付箋

紙に書いたりする。 

・クリスマスパーティーで振る舞うピザを１つ選ぶことができる

ように、「いいねシール」を準備する。 

・出てきたキーワードがどの観点に当てはまっているか分かるよ

うに、キーワードが書かれた付箋紙に観点マークを貼る。 

・多数決が成立するように、発表する参観者の人数を調整する。 

・多数決でクリスマスパーティーで振る舞うピザが決まったこと

を喜び合えるように、くす玉を割る場面を設定する。 

・めあてを達成したことが分かるように、発表で出てきたキーワ

ードを読み上げたり、花丸を付けたりする。 

・学習計画表を見ながらクリスマスパーティーまでの日程や活動

を確認し、次の学習への意欲を高める。 

※波下線は抽出児童に対する手立て 

 

※ 事前に、児童それぞれが決めたおすすめ食材を餃子の皮にトッピングし、ホットプレートに

並べている。 
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（４）配置図、座席表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜板書計画＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜マイレシピ＞                       ＜つぶやきメモ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）評価 

・児童：自分がおいしいと思ったピザを選んだり、観点を手掛かりに選んだ理由を発表して自己表現したり

できていたか。 

・教師：児童が自分の気持ちを表現するための教師の働き掛けや雰囲気づくりは適切であったか。 

黒板 

Ｄ 

机 

Ｃ 

机 

A 

机 

Ｂ 

机 

水場 

T１ 

T２ 
T３ 

前単元で使用した観点表（壁面） 

１
つ
目
の
ピ
ザ
が 

決
ま
っ
た
過
程
（
壁
面
） 

観点 

クリスマスパーティーでピザをふるまおう 

発表で出たキーワードが書かれた付箋紙を貼る 

単
元
の
学
習
計
画 

（ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ②） 

１つ目のピザを 

決める際に出たキーワードが 

書かれた観点表 

 

（ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ①） 

めあて 

本時の学習計画 

１回目の試作 

 

 

 

 

 

 

２回目の試作 

 

 

 

 

 

 

３回目の試作 

 

 

 

 

 

 

試食時に出た 

キーワード 

試食時に出た 

キーワード 

試食時に出た 

キーワード 

食材
写真 

食材
写真 

食材
写真 

A 使用した食材の写真 

 

 

 

 

 

試食時に出た 
キーワード 

ピザ生地の写真 

多数決表 

B 使用した食材の写真 

 

 

 

 

 

試食時に出た 
キーワード 
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児童名 本単元で目指す「主体的に学びに向かう姿」 

Ａ ・自分の好きな食材やピザを選んだり、選択をしたものを「おいしい」や「いらない」等のジ

ェスチャーで伝えたりする姿③ 

・学習やクリスマスパーティーに見通しをもったり、友達や先生に自分から進んでピザを届け

たりする姿。③ 

Ｂ ・自分で食材の組み合わせを考え、試食して感じたことを自分の言葉で表現したり、これまで

出た意見や友達の意見を参考にしながら自分の意見を発表したりする姿① 

・大まかな分類が分かって食材を探したり、友達に聞きながらタブレット端末を使ってチラシ

を作ったりする姿③ 

Ｃ ・観点に沿って自分の考えを整理して友達に伝えたり、読む相手のことを考えて友達と協力し

てチラシを作ったりする姿① 

・食材の味や食感の違いが分かって組み合わせを考えたり、友達の意見を自分の考えに反映し

てピザづくりに取り組んだりする姿④ 

Ｄ ・試食して感じたことを観点に沿って言葉で表現し、自信をもって発表する姿① 

・タブレット端末を使ってクリスマストッピングについて調べてまねしたり、友達と協力しな

がらチラシを作ったりする姿③ 

※丸数字は関連する「主体的に学びに向かう姿」以下参照 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 主体的に学びに向かう姿 

① 学ぶこと（見ること、聞くこと、話すことなど）に前のめりになっている様子 

② 自分を理解し、得意なことを生かして活動したり、苦手なことにも挑戦したりする様子 

③ 自分の役割ややるべきことが分かって取り組んでいる様子 

④ 最後まで諦めず、試行錯誤しながら活動に取り組んでいる様子 

⑤ 学習の良かった点や改善点を次の時間に試したり、他の学習場面や生活の中で生かそうとした

りしている様子 

⑥ 他者と関わったりアドバイスを受け入れたりして、やってみようとする様子 
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令和６年度 小学部４年 生活単元学習 年間指導計画 
【児 童】４名 

【指導者】渡辺舞子、小玉美貴子、山田玲子 
【年間目標】 
（１）調べ学習のやり方やメニュー表の作り方が分かってタブレットを操作したり、食材の特徴を理解して

調理したりする。（知・技） 
（２）経験したことや調べたことから伝えたいことを考えて自分なりの言動で表現したり、アンケートを見

て振る舞うピザを考えたりする。（思・判・表） 
（３）活動に見通しと期待感をもち、友達と一緒に進んで活動に取り組み、新しいことへ進んで挑戦する楽

しさや自己表現する楽しさを味わいながら自信をつける。（学）         （週時数 10時間） 
 

月 
〇単元名 

・主な指導内容 
主な目標 

扱う教科と 
（内容） 

予定

時数 

実施

時数 

４ 〇４年生スタート 
・プロフィールづくり 
・Ｃさん歓迎会 
・学級目標づくり 
・新転入生を迎える会、お花見 

・買うものを多数決で決め、役割分担
して買い物する。 

・役割分担表を見ながらペアの友達
と準備片付けをしたり、係を進めた
りする。 

・算（数と計算） 
・国 
・生（予定、金銭
の扱い、役割） 

20 30 

５ 
６ 

○できるんジャー！やるんジ
ャー！①～宿泊学習～ 

・日程、施設調べ学習 
・シャンプー動画作成 
・入浴練習（ホテルこまち温泉
校外学習含） 

・集団歩行練習（大森山動物園
校外学習含） 

・野外炊飯（グリーンサムガー
デン校外学習含） 

・布団畳み、髪の結び方練習 
・結団式、振り返り 

・タブレットで施設や調理方法、調理
器具の正しい扱い方を検索して写
真を保存し、友達に紹介したり、レ
シピや取扱い表を作ったりする。 

・自分たちで作成した動画を見なが
ら髪や体を洗う練習を重ね、最小限
の支援で入浴する。 

・約束や頑張ることを意識して活動
に参加したり、日程やペアの友達が
分かって行動したりする。 

・手順表を見たり、教えてもらったこ
とを意識したりしながらピザとス
ープ、フルーチェを作る。 

・生（基本的生活
習慣、予定、役
割、安全、きま
り、社会の仕
組みと公共施
設） 

・算（数と計算、
図形） 

・国 
・音（表現） 
・体（表現遊び） 
・図（表現） 

45 55 

６ 
７ 

○できるんジャー！やるんジ
ャー！②～お母さんたちに
紹介しよう１～ 

・ピザ、スープ、フルーチェづ
くり 

・アンケート調査 
・食材の調べ学習 
・食材の形、切り方、味 

・宿泊学習で作る予定だったピザを
保護者に振る舞い、アンケートをと
ってピザがよりおいしくなるお母
さんたちのおすすめ食材を知る。 

・お母さんたちおすすめ食材の調理
法を調べ、食材の切り方や缶詰の開
け方を知る。 

・ペアの友達と相談しながら役割を
決め、ピザを作る。 

・ピザにのせた食材の中から自分の
好きな食材や切り方を選ぶ。 

・生（予定、役割、
安全きまり） 

・国 
・算（数と計算、
図形） 

・図（表現） 

20 20 

８ 
９ 

○できるんジャー！やるんジ
ャー！③～宿泊学習でピザ
を作ろう～ 

・先生方へピザを振る舞う 
・アンケート調査 
・食材の調べ学習 
・食材の形、切り方、味 
 

・振る舞う先生を決め、アプリでメニ
ュー表を作って紹介したり、自分な
りの言葉でおすすめポイントを紹
介したりする。 

・先生たちからのアンケートを基に、
新しい食材の調理法を調べ、ペアで
役割分担して調理する。 

・食べた中から好きなピザを選び、自
分なりの言葉で理由を話す。 

・生（予定、役割、
安全） 

・国 
・算（数と計算、
図形） 

・図（表現） 

30 40 

 〇速く走る練習をしよう 
〇学園祭を頑張ろう 

  30 46 

【指導の評価】（単元・題材の妥当性、配当時数、指導計画の評価、有効だった学習活動や手立て、課題等） 

 宿泊学習の延期により、計画の大幅な変更を行った。宿泊学習の延期による子どもたちの意
欲低下を避けるため、宿泊学習で作る予定だったメニューを PTAで保護者へ振る舞う計画を立
てた。保護者に振る舞うことで、意欲的に活動に取り組むことができた。また、どの小単元で
もタブレットを活用した調べ学習を設定したことで、３名の児童は画像保存やスクリーンショ
ット、画面録画、エアドロップなど、基本的な操作を行えるようになった。自分で調べたこと
をテレビに映し、自分なりの言葉で紹介したり、説明したりする活動を繰り返したことで、ジ
ェスチャーを使ったり、指さししたりしながら３～５文程度の説明ができるようになった。後
期も日常生活の指導と関連をもたせながら自信をもって表現する力を育んでいきたい。 

 191 

※
宿
泊
学
習
延
期 
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月 
〇単元名 

・主な指導内容 
主な目標 

扱う教科と（内
容） 

予定

時数 

実施

時数 

10 
 

○できるんジャー！やるんジ
ャー！③～宿泊学習でピザ
を作ろう～ 

・調べ学習 
・食材の形、切り方、味 
・メニュー表づくり 
・先生に振る舞う 
・アンケート調査 
・宿泊学習で調理 
 

・先生たちからのアンケートを基に、
新しい食材の調理法を調べ、ペアで
役割分担して調理する。 

・食べた中から自分の好きなピザを
選び、観点に沿って理由を話した
り、宿泊学習で作るピザを多数決で
決めたりする。 

・ピザ専門店へ行き、ピザの種類を知
ったり、ピザにのせるとおいしい新
しい食材を知ったりする。 

・生（基本的生活
習慣、予定、役
割、安全きま
り、社会の仕
組みと公共施
設、人との関
わり） 

・国 
・算（数と計算、
図形） 

・図（表現） 

15  

10 
11 

○できるんジャー！やるんジ
ャー！④～お店のピザを知
ろう～ 

・調べ学習 
・食材の形、切り方、味 
・メニュー表づくり 
 

・ピザ専門店のメニューを調べ、画像
を保存したり、トッピングされてい
る食材を調べたりする。 

・ピザ専門店で食べたピザに載って
いた食材の名前や味を知る。 

・生（基本的生活
習慣、役割、安
全きまり） 

・国 

10  

11 
12 

○できるんジャー！やるんジ
ャー！⑤～クリスマスパー
ティーでピザを振る舞おう
～ 

・調べ学習 
・食材の形、切り方、味 
・メニュー表づくり 
・友達への振る舞い 
・アンケート調査 
・クリスマスパーティーで調理 

・クリスマスピザのソースやトッピ
ングする食材を大まかに分類し、
調べたことをまねして食材をクリ
スマスに合う形にアレンジした
り、タブレット端末を使ってチラ
シをつくったりする。 

・アンケートや友達の意見から自分
の意見をまとめてピザのトッピン
グを決めたり、選んだ実物を指し
示して思いを伝えたりして発表す
る。 

・学部の友達に振る舞うことを楽し
みに、当日までの準備を友達と協
力して進めたり、学部の友達に自
信をもってピザを紹介したりす
る。 

・生（基本的生活
習慣、役割、安
全きまり、遊
び、人との関
わり） 

・国 
・算（数と計算、
図形） 

・図（表現） 
・音（鑑賞） 

49  

１ 
２ 

○できるんジャー！やるんジ
ャー！⑥～お母さんたちに
振る舞おう２～ 

・PTAで調理 
・メニュー表、招待状づくり 

・自分のおすすめのピザを決めたり、
その理由を考えたりする。 

・自分のおすすめポイントを考え、ア
プリでメニュー表を作ったり、招待
状を作ったりする。 

・役割分担したり、お母さんたちに教
えたりしながら調理する。 

・生（基本的生活
習慣、予定、役
割、安全きま
り、人との関
わり） 

・国 
・算（数と計算、
図形） 

・図（表現） 

40  

３ ○できるんジャー！やるんジ
ャー！⑦～振り返ろう～ 

・物語での振り返り 

・１年間の頑張りを動画や写真で振
り返る。 

・友達や先生にできるんジャー！や
るんジャー！物語を見てもらい、１
年間の頑張りを実感したり、達成感
を味わったりする。 

・国 
・生（基本的生活
習慣、予定、役
割、安全きま
り） 

・音（表現） 
・体（表現遊び） 

21  

 〇宿泊学習事前事後学習 
〇６年生を送る会 

  35  

【指導の評価】（単元・題材の妥当性、配当時数、指導計画の評価、有効だった学習活動や手立て、課題等） 

・ 
・ 
・ 

170  
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中学部 第１学年 生活単元学習 学習指導案 

 

日 時：令和６年１２月５日（木） 

１０：００～１０：５０ 

場 所：中学部１年１組、１年２組教室  

授業者：小松 良平（T1）、大髙梨沙子（T2） 

授業者：伊岡森真由（T3）、浅利 節子（T4） 

授業者：兜森 宏征（T5）、信太  渉（T6） 

 

１ 単元名 潟上ツアーズ ～追分の魅力を伝えよう②～ 

 

２ 目 標 

（１）追分周辺にある飲食店の取材を通して、地域の特色や魅力が分かる。【知・技】 

（２）地域の取材活動やグルメマップの編集作業を通して、必要な情報や伝えたい内容を考え、様々な形で

表現しようとする。【思・判・表】 

（３）追分地域について興味・関心の幅を広げたり、地域の人と自ら関わろうとしたりする。【学】 

 

３ 生徒と単元 

（１）生徒について 

 本学習グループは、男子８名、女子４名の計12名からなり、潟上市や秋田市、男鹿南秋地区など幅広

い地域から通学しているため、潟上市の特色については道の駅などの観光施設を知っているにとどまる。

コミュニケーションについては、自分の思いを一方的に伝えがちな生徒もいれば、思いを相手に伝えたり

行動に移したりすることを躊躇しがちな生徒もいるなど、自身の思いの表出に関する実態には幅がある。 

生徒たちは、潟上ツアーズの活動を通して、調べ学習に加え、地域に実際に出掛けて見学、体験するこ

とで興味を広げたり、取材先の従業員と関わる経験を重ねたりした。そして、本単元では、飲食店への取

材やおすすめメニューの試食などを通して、「家族にも教えたい」や「次は別のメニューも食べたい」な

ど、活動に期待感を感じる姿が見られるようになってきた。 

 

（２）単元について 

 生徒たちは、本単元の導入において、学校から徒歩圏内である追分地区の街調べを行った。インターネ

ットで調べたり、実際に出掛けたりしたことで、地域には住宅地や公園などの施設の他に飲食に関する店

舗が点在していることが分かった。一方、学校周辺のクリーンアップを行った際、地域の方々に追分の飲

食店について尋ねたところ「追分には何もない」や「私たちも知りたい」という声を聞いた生徒もいた。

そこで、飲食店の取材を通して地域の魅力を発見するなど、生徒が地域との繋がりを深める手段としてグ

ルメマップを作成することとした。 

グルメマップ作成では、飲食店への取材を繰り返し行う。各店舗の魅力について知り、従業員の方と関

わる中で多様な表現の仕方を学んだり、やり取りを楽しんだりする経験を積み重ねることができる。編集

活動では、取材で得た情報を整理したり、手書きのイラストなどを挿入したりしながら飲食店の魅力を伝

えるプレゼンテーション用スライドを作成する。生徒個々の得意な表現方法を生かすことで、生徒が感じ

た飲食店の魅力を取り入れたグルメマップの作成ができる。 

そして次単元では、グルメマップを地域に配付し、自分たちの活動によって地域の方が喜んでくれると

いう達成感を実感する機会にしたいと考え、本単元を設定した。 

 

（３）指導について（生徒の「主体的に学びに向かう姿」を引き出す工夫） 

・地域との結び付きを実感したり、客観的な意見や情報を基に学習したりできるよう、潟上市役所や潟上

市商工会などの協力を得ながら活動する。⑥ 

・見通しをもって活動に取り組んだり、体験したことや感じたことを自ら工夫・修正したりしながら繰り

返し活動に取り組むことができるよう、取材〜編集活動の大まかな流れやグループ内での役割を固定す

る。③ 
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・個人もしくはグループごとの意見や学習の成果を見比べたり、自分の思いを表現し、伝え合ったりでき

るよう、ICT機器を有効に活用する。② 

※丸数字は単元構想シート裏面参照 

 

４ 指導計画（総時数68時間 本時 36／68） 

 

小単元名 ・主な学習活動 時数 目標 扱う教科の内容 

（１）追分にある飲食店のおすすめ

情報を集めよう 

  ・飲食店調べ（インターネット） 

 ・アンケート作成・集計 

 ・アンケートの依頼・配付 

 （学校職員、保護者、潟上市役

所、潟上市商工会） 

 ・アンケートの回収 

 

 

10 

 

・アンケートを行う意義や作り方

が分かる。 

・取材先の情報を得るための質問

や、より多くの回答を得るた

めの宣伝方法を考え、アンケ

ートを作成する。 

・自分の役割や取り組む内容を理

解し、作成や依頼、配付に進

んで取り組む。 

国語  

社会（産業と生活） 

数学 

美術 

（２）取材する飲食店を選ぼう 

 ・アンケートの集計、整理 

 ・取材場所を選ぶ 

 

 

２ ・回収したアンケートを整理、集

計する。 

・回答数やおすすめの情報などの

様々な条件をふまえて、取材

する候補店を選ぶ。 

国語  

社会（産業と生活） 

数学 

 

（３）取材をしよう 

 ・取材の準備 

（インタビューの準備、対象メ

ニュー調べ、試食） 

・取材 

（インタビュー、撮影、商品の

購入、試食） 

・編集作業 

（必要な情報や素材選び、取材

先の紹介スライド作成） 

※以上３つの活動を飲食店ごとに繰

り返し行う。 

44 

 

 

本時 

 

24/44 

・取材の仕方や話題の広げ方、取

材先の情報を記録する方法を

知る。 

・取材先の魅力を伝えるための内

容を考え、よりよい方法を用

いて表現したりする。 

・取材を繰り返す中で、役割を理

解し、進んで取り組む。 

国語  

社会（産業と生活） 

美術 

（４）グルメマップを完成させよう 

・マップのレイアウトの相談 

・紹介スライドの修正 

・完成披露 

８ ・作成したマップや紹介スライド

を見直し、必要な情報を整理す

る。 

・よりよい内容にするため、校内

の職員や他の生徒に見てもら

い、意見をもらう. 

国語  

社会（産業と生活） 

職業・家庭（家族・家

庭生活） 
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５ 本時の計画 

（１）全体の目標 

・取材で分かったことを振り返りながら、取材先のおすすめの情報や紹介したい内容について得意な

方法を用いて表現する。【知・技】【思・判・表】                                  

 

（２）個別の実態と本時の目標 

生徒名 実  態 本時の目標 手立て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ ・話合いの場面で自ら発言すること

が少しずつ増えてきた。 

・友達の意見も聞き入れながらスラ

イドのレイアウトや、挿入する文

章を考えて作成している。 

・取材したことや感じ

た事を基に、メニュ

ーの概要についてお

すすめの情報を選

び、文章で表す。 

・取材内容をまとめたメモや動

画を見直す機会を随時設けた

り、本人が想起しやすいよう

な言葉を用いて発問したりす

る。 

Ｄ 

 

・挙手の頻度や発言の増加など、自

分の意見を発表しようとする姿が

増えてきている。 

・動画や取材メモを見返すことで、

印象に残った言葉や感じた事につ

いて振り返ることができる。 

・取材で聞いたことや

試食の感想を取り入

れて、おすすめメニ

ューの魅力を伝える

言葉を考え、スライ

ドに入力する。 

・試食の感想を参考に考えられ 

るよう、感想をまとめた表を

掲示する。 

・該当する感想を選べるよう

に、幾つか選択肢として提示

したり、並べ替えたりする。 

 Ｇ ・新しい活動や集団での学習などに

苦手意識をもっている。 

・自分の考えをさりげなくつぶやい

たり、友達の意見に対し的確な返

答をしたりする。 

・試食の感想を基に、

メニューの魅力が伝

える言葉を考え、見

やすさを考えてスラ

イドに入力する。 

・試食の感想を幾つか組み合わ

せて文章を考えられるよう、

感想をまとめた表を掲示した

り、該当する感想を指差した

りする。 

Ｈ ・明瞭な発語はないが、表情や身

振りで気持ちを伝えようとする。 

・「和菓子の遊山」の編集活動で

は、白抜きの枠内に色を塗った

り写真を選んだりした。 

・撮影した画像の中か

らお店の外観や店

内などの全容が分

かる画像を選び、

友達に送信する。 

・より適当な画像を比較、選別

できるよう、取材時に、同じ

対象について複数パターンの

画像を撮影する。 

 

Ｊ ・絵を描いたり、歌を歌ったりす

るなど、興味があることに対し

て夢中で取り組む。 

・前回の「編集」の活動ではお店

に関連するイラストを描く活動

を行った。 

・取材先で見たものや

お店の人とのやり

取りを思い出し、

イラストを描いた

り商品名を書いた

りする。 

・取材の様子を思い返しながら

作成を進められるよう、写真

を提示する。 

・お店の人の特徴や印象につい

て、友達や教師と感想を伝え

あう機会を設定する。 

Ｅ ・粘土で感触遊びをしたり、紙ちぎ

りをしたりすることを好む。 

・発語はほぼないが、発声で教師

を呼んだり、身振りで気持ちを

伝えようとしたりする。 

・スライドの「取材の

感想」ページに挿

入する、食品サン

プルを作成する。 

・継続して活動に向かうことが

できるように、本人の好きな

素材を使って作成をする。 

・作成のイメージや完成の見通

しがもてるように、見本の写

真を提示する。 

 

「
パ
テ
ィ
ス
リ
ー 

ハ
ラ
タ
」 
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Ｉ ・思ったことを積極的に発言す

る。 

・取材内容を基に、文字のサイズ

や色、配置などのアイディアを

自ら出してスライド作成に取り

組んでいる。 

・友達とやり取りをし

ながら、取材した内

容をまとめたりスラ

イドのレイアウトを

考えたりする。 

・一人で進めたり迷っていたり

したときに、友達と意見交換

ができるように言葉掛けをす

る。 

Ｌ ・友達や教師と会話をすることを好

む。 

・自分の気持ちや経験を伝えよう

とする気持ちはあるが、内容を

簡潔、正確に伝えづらい。 

・スライドの制作で、

友達に自分の意見を

伝えながら使用する

写真を選んだり、文

字の色やサイズを決

めたりする。 

・友達から問い掛けられた際、

応えに詰まっていたら教師が

二択で質問するなどして仲介

する。 

Ｆ ・自分の好きなことや体験したこと

について、教師や友達との会話

を好む。 

・学習場面では発言をためらったり

友達の様子を伺ったりしながら活

動に取り組むことがある。 

・写真の配置やスライ

ドの配色を考えなが

ら、教師と一緒に取

材内容をタブレット

端末でまとめる。 

・スライドの仕上がりがイメー

ジできるように、友達が作成

したスライドを提示したり、

教師と一緒に様々なパターン

を試したりする時間を設け

る。 

Ｂ ・手先が器用で、切り絵をしたり、

イラストを描いたりすることを

好む。 

・印象に残ったことをつぶやいた

り、自分の取り組みたいことを言

葉で教師に伝えたりする。 

・取材先の動画や写真

を見て、おすすめメ

ニューや看板を模し

たイラストを描く。 

・個別のタブレット端末を準備

し、教師と一緒に取材先の動

画や写真を見て、メニューに

注目する機会を設定する。 

Ｃ ・発声は少ないが、平仮名ボード

やタブレット端末に単語を打ち

込んで教師に気持ちを伝える。 

・「〇〇さん好き」「名前は？」など

友達に興味を持ち始めている。 

・友達からの依頼を受

けて、原稿を見なが

ら取材先のメニュー

などをラベルライタ

ーに打ち込む。 

・一人で活動を進められるよう

に、操作に慣れているラベル

ライターを準備する。 

・友達と原稿を受け渡しする場

面を設定する。 

 Ｋ ・発語はないが、日常的に使う教

師の簡単な言葉を理解して行動

したり、行動でやりたいことを

表現したりする。 

・教師が手を添えることで一緒に

活動することも増えてきてい

る。 

・取材した店を思い

出して、店にあった

物を、粘土をこねた

り、たたいたりして

作る。 

・やることが分かるように、店

や商品写真やスライドを印刷

したものを提示し、教師が一

緒に指差しながら制作物を確

認する場面を設定する。 

・手を取って粘土を一緒にこね

たり、見守ったりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「
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（３）学習過程 

時間 学習活動 手立て・指導上の留意点 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

１ スローガンを言う。 

  掛け声：Ｊ 

 

 

２ 活動内容を確認する。 

 

  

 

 

 

 

 

３ グループごとに編集活動を行う。 

 

  ①前時までの過程を振り返り、個々の

役割や活動を確認する。 

 

  ②おすすめ紹介スライドや素材の作成

をする。 

 

＜グルーピングと主な役割＞ 

 Patisserie 

HARATA 

(１年１組) 

たまごの樹 

 

(１年２組) 

コメント作

成やスライ

ドの編集 

Ａ、Ｄ、Ｇ 

（Ｔ１） 

Ｉ、Ｌ、Ｆ 

（Ｔ２） 

イラスト、 

メニュー 

作成 

Ｈ、Ｊ 

（Ｔ３） 

Ｂ、Ｃ 

（Ｔ４） 

食品サンプル

模型作成 
Ｅ 

（Ｔ５） 

Ｋ 

（Ｔ６） 

 

 

４ 本時の学習を振り返る。 

 ・１年１組教室に集合する 

 ・班ごとの報告 

 ・次時取り組むこと 

・授業に向けた意欲付けとなるよう、「潟上ツアーズ 

未知の冒険へ Lｅｔ’ｓ ｇｏ！」のスローガンを全

員で言う。 

 

・本時の目指すゴールを確認できるよう、板書の「みた

人が〜」の箇所を指さす。 

・何を、どのように伝えたら、取材先やメニューの魅力

が表現できるか発問するとともに、前時で使用したま

とめの表を提示する。 

・活動内容が視覚的に分かるよう、イラストや写真を提

示しながら説明する。 

 

・安心して意見交換ができるように、Ａ、Ｄ、Ｇで編集

活動を行う。 

 

・スライドの完成イメージや係分担が分かるように印刷

した基本パターンをその都度確認する。 

 

・生徒自身の感想や取材先独自の話題をできるだけ取り

上げられるように、取材メモや動画、写真を使って振

り返る機会を繰り返し設ける。 

 

・おすすめの情報や紹介したい内容を整理して簡潔な文

章で表現できるよう、試食した感想をまとめた表を移

動式ホワイトボードに掲示し、都度活用する。 

 

・スライドや素材に関する感想を伝え合う機会を設け

る。 

 

・生徒個々の取材先に対するイメージを膨らませること

ができるよう、つぶやきを復唱したり、具体的なエピ

ソードを紹介したりする。 

 

・それぞれの活動内容を発表できるよう、話型を示した

り、作成物を紹介したりする。 

・次時取り組むことが分かりやすいように、本時の活動

の続きや課題、やり残したことを確認する。 

 

※波下線は抽出生徒に対する手立て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めあて 

みんなが考えた、「伝えたいこと」をもと

にして、お店の紹介ページを作ろう。 
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（４）配置図、座席表  

【学習活動１・２・５：中学部１年１組教室】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学習活動３、Patisserie HARATAグループ：１年１組教室】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学習活動３ たまごの樹グループ：１年２組教室】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）評価 

 

・生徒 取材で知ったことを思い出したり、感じたことについて意見を交わしたりする中で、個々が得意な

方法を用いて取材先の魅力が伝わるおすすめの情報を表現しようとしていたか。 

・教師 生徒が個々の役割や活動内容が分かり、取材時の様子や体験したことを基に取材先の魅力を想起し

たり見つけたりする活動に取り組むための手立てや働き掛けが講じられていたか。 

黒板 

T1 

Ｔ６ 

T２ 

Ｔ５ T３ 

黒板 

T１ 

Ｃ 

 

Ｋ 

 

Ｅ Ｂ 

Ｇ 

 

Ｔ４ 

黒板 

Ｊ 

 

Ｂ 

Ｃ 

T２ 

Ｅ 

T４ 

T６ 

T３ 

T５ 

Ｊ 

Ｉ 
Ｌ 

Ｄ 
Ａ 

Ｈ Ｆ 

 

Ｈ Ｄ 

Ｆ 

Ｉ Ｌ Ｋ 

 

Ａ 

Ｇ ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド 
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生徒名 本単元で目指す「主体的に学びに向かう姿」 

A 友達と意見のやり取りをする中で、自分の意見をためらわずに伝えようとする姿⑥ 

D 自分の考えを適切に表す表現の仕方を探しながら、友達と意見を交わし合う姿② 

G 
得意な制作活動の中で気持ちを安定させ、友達を気遣ったり、教師と言葉を交わしたりしな

がら取り組む姿② 

H 自分の気持ちや感じた事を身振りや表情、五十音表などを用いて伝える姿③ 

J 活動に見通しをもち、自分の気持ちや行動を様々な方法で表現しようとする姿③ 

E 物の受け渡しで友達と関わったりする姿③ 

I 
友達の話を聞いたり、周囲の意見に耳を傾けたりする中で、自分の考えを深めたり、新たに

発案したりする姿⑥ 

L 自分の感じた事を言葉や表情を用いて表現し、教師や友達の話とのやり取りを楽しむ姿⑥ 

F 繰り返しの活動の中で見通しをもち、友達や教師に気持ちを伝えながら活動に取り組む姿③ 

B 自分のやることが分かり、自分で色や形を選択しながら時間いっぱい取り組む姿③ 

C 
タブレット端末のキーボードで言葉や文章を入力したり、平仮名ボードを使って教師や友達

に気持ちを伝えたりする姿② 

K 自分の役割が分かり、教師とやり取りしながら継続して活動に向かう姿③ 

※丸数字は関連する「主体的に学びに向かう姿」以下参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主体的に学びに向かう姿 

① 学ぶこと（見ること、聞くこと、話すことなど）に前のめりになっている様子 

② 自分を理解し、得意なことを生かして活動したり、苦手なことにも挑戦したりする様子 

③ 自分の役割ややるべきことが分かって取り組んでいる様子 

④ 最後まで諦めず、試行錯誤しながら活動に取り組んでいる様子 

⑤ 学習の良かった点や改善点を次の時間に試したり、他の学習場面や生活の中で生かそうとした

りしている様子 

⑥ 他者と関わったりアドバイスを受け入れたりして、やってみようとする様子 
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令和６年度 中学部１年 生活単元学習 年間指導計画 

【生 徒】12名 

【指導者】小松良平、伊岡森真由、浅利節子、大高梨沙子、信太渉、兜森宏征 

【年間目標】 
（１）自分たちの生活や地域文化に関することに興味・関心をもち、必要な知識・技術の習得、望ましい習

慣の形成を図る。（知・技） 
（２）活動に取り組む中で疑問や驚きに気付き、見たことや感じたことについて自分の考えを整理したり、

伝えあったりする。（思・判・表） 
（３）自らの生活を振り返り、より良くするために進んで取り組んだり周囲と関わろうとしたりする。（学）  

（週時数８時間） 
 

月 
〇題材・単元名 
・主な指導内容 

主な目標 扱う教科と（内容） 
予定

時数 

実施

時数 

４ 〇Let’s go 中１ 
・掲示物作成（プロフィール、
学年目標、係活動） 

・校内散策 
・環境整備 

・中学部の生活に見通しや期待
感をもつ。 

・自分について紹介する。 
・協力して教室環境を整えた
り、目標を考えたりする。 

国語  
社会（社会参加ときま
り） 
美術（表現） 

22 22 

５ 
 
 
６ 

○潟上ツアーズ 
・観光施設 ・祭典、文化  
・特産品  
・校外学習（道の駅） 

・観光マップを基に潟上市の名
所や名産品を知る。 

・興味をもったことについて、
言葉や画像を用いて紹介し
たり、表現したりする。 

国語  
社会（公共施設と制度、
産業と生活） 
職業・家庭（家族・家庭
生活、消費生活・環境） 

32 36 

６ ○校内実習を終えて 
・校内実習の感想 
・振り返りと次回に向けて 

・校内実習の成果と課題につい
て、感じたことを伝え合い、
思いや考えを共有する。 

・日常生活や次回に向けて目標
をもって取り組もうとする。 

国語  
保健体育（保健） 
職業・家庭（家族・家庭
生活）  

４ ４ 

○宿泊学習に行こう 
・日程やグループ 
・活動内容 
・結団式、報告式に向けて 

・学習の日程や活動内容が分か
る。 

・安全を心掛け、協力して最後
まで取り組む。 

国語  
社会（公共施設と制度） 
職業・家庭（家族・家庭
生活、衣食住の生活） 

22 20 

７ ○潟上ツアーズ～追分を歩こ
う～ 
・追分地区の街歩き 
・マップ作り 
・追分地区のおすすめポイント 

・調べ学習の手順が分かる。 
・追分地区を散策し、興味があ
るお店や場所を見付ける。 

・気に入った場所の魅力が伝わ
るような構成を考えて、マッ
プを作成する。 

国語  
社会（産業と生活） 
職業・家庭（家族・家庭
生活、衣食住の生活） 
 

16 16 

○1 学期の振り返りと夏休みの
生活 

・１学期の振り返り 
・夏休みの生活と目標 

・１学期を振り返り、自己の成
長を実感する。 

・夏休み中の生活や学習の目標
を決める。 

国語  
職業・家庭（家族・家庭
生活、衣食住の生活） 

２ ２ 

８ 
 
 
 
９ 

○潟上ツアーズ～追分の魅力
を伝えよう①～ 
 ・グルメマップって何？ 
 ・取材って何？ 
 ・アナウンサーに学ぼう 

・グルメマップを作成する為の
大まかな手順や必要な事が
分かる。 

・取材活動をするために心がけ
ておきたいことが分かり、進
んで取り組む。 

国語  
社会（産業と生活） 
美術 

36 28 

９ 〇学園祭に向けて 
・ミュージカルの概要と配役 
・せりふと演技 
・ダンス 
・歌 

・アラジンのあらすじ、配役や
一緒に演じる人が分かる。 

・よい演技を目指し、工夫した
り課題を修正したりする。 

・成功を目指して、友達と協力
したり、最後まで粘り強く取
り組んだりする。 

国語 
音楽 
保健体育 
 

10 37 
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【指導の評価】（単元・題材の妥当性、配当時数、指導計画の評価、有効だった学習活動や手立て、課題等） 

・12 名の内、半数が地域の小学校からの入学者だったので、学校環境への適応に時間を割い
た。 

・中心的な単元として、潟上市を取り上げ、さらに追分地区に焦点を当てた。徒歩圏内なので、
今後、繰り返し出向くことによる学習効果が期待される。 

・話し合い活動において、特定の生徒とのやり取りに偏ることがあった。発問の仕方や集団構
成など、修正を加えながら進めていきたい。 

・市役所など地域の協力を得ながら取り組んでいるが、生徒が実感できる形で進めていきたい。 

144 165  

 

月 
〇題材・単元名 
・主な指導内容 

主な目標 扱う教科と（内容） 
予定

時数 

実施

時数 

10 
 
 
11 
 
 
 
12 
 
 
１ 

○潟上ツアーズ～追分の魅力
を伝えよう②～ 
 ・アンケート作成 
・アンケートの依頼、配付 

 ・取材場所を選ぶ 
 ・取材をしよう 
 ・おすすめ紹介スライドの

作成 
 ・グルメマップのレイアウ   
  ト 
 ・完成披露 

・追分周辺にある飲食店の取材
を通して、地域の特色や魅力
が分かる。 

・地域の取材活動やグルメマッ
プの編集作業を通して、必要
な情報や伝えたい内容を考
え、様々な形で表現しようと
する。 

・追分地域について興味・関心
の幅を広げたり、自ら関わっ
たりしようとする。 

国語  
社会（産業と生活） 
美術 

68  

12 ○高等部ってどんなところ 
・中学部と高等部の違い 
・高等部の見学 
・上級生から学ぶ 
・今の自分に必要なこと 

・時間割の比較を基に、中学部
と高等部の違いに気付く。 

・高等部の授業を見学し、 
高等部の生活に興味をもつ。 

・現在できること、取り組みた
いことについて考えたり発
表したりする。 

国語  
社会（産業と生活） 
職業・家庭（家族・家庭
生活） 
 

12  

12 ○２学期の振り返りと冬休み
の生活 

・２学期の振り返り 
・冬休みの生活と目標 

・２学期を振り返り、自己の成
長を実感する。 

・冬休み中の生活や学習の目標
を決める。 

国語  
職業・家庭（家族・家庭
生活、衣食住の生活） 

２  

２ 〇潟上ツアーズ～追分の魅力
を伝えよう③～ 
・グルメマップの配布先選び 
・マップ配り（取材先や地域） 
・校外学習（市役所） 

・地域の人へ配付するときに必
要なことや方法が分かる。 

・地域の魅力を発信するために
できることを考える。 

・活動をとおして、自身の変化
について振り返る。  

国語  
社会（産業と生活） 
職業・家庭（家族・家庭
生活、衣食住の生活） 
 
 

24 
 
 

 

○３年生を送る会 
・日時や活動内容 
・係分担 
・会の運営 

・日時や活動内容が分かる。 
・３年生への感謝の気持ちが伝
わる方法を考える。 

・協力して会を運営する。 

国語  
職業・家庭（家族・家庭
生活、衣食住の生活） 

18  

３ ○潟上ツアーズ 
～１年間を振り返って～ 
 

・一年間学んできた内容を振り
返る。 

・学習の足跡が残る成果物やそ
の詳しい内容について相談
したり、試したりしながら友
達と一緒に取り組む。 

国語  
社会（産業と生活） 
職業・家庭（家族・家庭
生活、衣食住の生活） 

12  

【指導の評価】（単元・題材の妥当性、配当時数、指導計画の評価、有効だった学習活動や手立て、課題等） 

・ 
・ 
・ 
・ 
 
 

136  
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高等部 木工班 作業学習 学習指導案 
 

日 時：令和６年１２月５日（木） 

１０:００～１０:５０ 

場 所：木工室 

授業者：熊地 勇太（Ｔ１）、加藤 麻美（Ｔ２） 

    石井  悟（Ｔ３） 

 

１ 題材名 

道の駅てんのうでの販売に向けて～秋田杉の箸とデザイン箸の製作～ 

 

２ 目 標 

（１）箸製作に必要な機械や道具の正しい使い方、担当する作業工程の注意点や報告の仕方が分かり、安全に

作業する。                                    【知・技】 

（２）道の駅てんのうでの接客を意識し、「相手に聞こえる声」「目線は相手の顔」「背筋を伸ばした姿勢」に

気を付けて挨拶や報告をしながら作業する。                   【思・判・表】 

（３）チェックポイントや見本を基に製品の仕上がり具合を自分で確認するなど、自分の担当する工程や役割

に責任をもち、仲間と協力して作業に取り組もうとする。                 【学】 

 

３ 生徒と題材 

（１）生徒について 

本作業班は高等部１年生男子３名、２年生男子２名、３年生男子３名の計８名である。８名のうち２名は

昨年度木工班の経験があり、他の６名は初めての所属である。作業学習に対して意欲的な生徒が多く、自分

の担当する作業工程に責任をもって取り組む様子が見られている。作業学習における実態としては、ゆっく

りではあるが丁寧に作業を進めることができる生徒、速さはあるが雑に作業をしてしまう生徒、その日の体

調により作業の効率や量が大きく変わる生徒がいる。技術面に優れている生徒が多いが、挨拶の声が小さか

ったり、下を向いて報告したりする様子が見られる。挨拶や報告時の「聞こえる声」「目線」「姿勢」等の態

度に関することは全員に共通する課題である。機械や道具の扱い方については、全員が自分で使用する物の

名称や使い方を覚えて作業することができている。作業中は教師が言葉を掛ける場面も減ってきており、製

品の規格を確認しながら自分たちで作業や準備、片付けを進めることが多くなってきた。全体的に作業工程

や一日の流れをよく理解し、リーダーを中心に自分たちで考えながら行動できる場面が増えてきている。 

 

（２）題材について 

本題材では、12月に行う道の駅てんのうでの販売に向けて秋田杉の箸の製作をする。秋田杉の箸の作業工

程としては、加工（木材の製材、かんな掛け、溝堀り）、研磨（面取り、段削り、やすり掛け）、強度チェ

ック、塗装等があり、全部で 15の工程に分かれている。これまでの学習では秋田杉の箸の製作を主な活動と

しながら、新製品の企画会議を行い、生徒が木材に合う色や模様を考え、箸をデザインする活動を行った。

２学期はこれまで製作していた秋田杉の箸に加え、生徒が考えたデザイン箸の製作も行っている。自分たち

で考えたデザインを箸にすることで、より意欲的な態度で学習に臨むことができる。また、これまでの経験

を生かしながら、生徒自身が主体的に行動し、各工程の注意点に気を付けたり、製品の仕上がり具合を自分

で確認したりする力を更に育てることができると考えた。秋田杉の箸とデザイン箸の製作は、流れ作業で行

うため、次の工程の仲間へ製品を受け渡す活動が必要になり、共に製作する連帯感や基本的なコミュニケー

ション能力も育てることができる。作業製品販売会に向けた活動では、製品の製作のみならず、製品のラッ

ピング、ちらし作りなど、販売会に向けて仲間と役割分担し、協力して取り組む必要がある。また、販売で

は、直接お客様とやりとりする場面があるため、「相手に聞こえる声」「目線は相手の顔」「背筋を伸ばし

た姿勢」を意識して相手や状況に応じてやりとりする力が必要であり、題材を通して継続的に取り組むこと

ができると考え、本題材を設定した。 
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（３）指導について（生徒の「主体的に学びに向かう姿」を引き出す工夫） 

 ・自分で作業を進めることができるように、箸の規格を明確に示し、生徒に合った治具を用意する。② 

・自分で仕上がりを確認しながら作業ができるように見本を用意する。③ 

・自分たちで考えて行動できるように、工程ごとに入れ物を分けたり、工程順を記載したりする。③ 

 ・作業班全体の意欲が高まるように個人と全体の出来高表を準備する。④ 

 ・自分の役割が分かり、自信をもって作業や報、連、相ができるようにチェックポイントを示したり、繰り

返しの活動を設定したりする。③ 

※丸数字は単元構想シート裏面参照 

 

４ 指導計画（総時数５０時間 本時４１／５０） 

題材名 ・主な学習活動 時数 目標 扱う教科の内容 

＜本題材＞ 

○道の駅てんのうの販売に向けて 

（１）製品の製作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４１ 

 

 

本時 

41/50 

・箸製作に必要な機械や道具の正し

い使い方、担当する作業工程の注

意点が分かり、安全に作業する。     

【知・技】 

・道の駅てんのうでの接客販売を意

識し、「相手に聞こえる声」「目線

は相手の顔」「背筋を伸ばした姿

勢」に気を付けて挨拶や報告をす

る。      【思・判・表】 

・チェックポイントや見本を基に製

品の仕上がり具合を自分で確認す

るなど、自分の担当する工程や役

割に責任をもち、仲間と協力して

作業に取り組もうとする。【学】 

国語 

（聞くこと話すこと） 

数学（数と計算） 

美術（表現） 

職業（職業生活） 

家庭（衣食住の生活） 

（２）道の駅てんのうでの作業製品

販売会 

 

・販売準備 

（ラッピング、ちらしの作成等、

販売数チェック等） 

    

２ ・タブレット端末アプリ「ＰＯＰＫＩ

Ｔ」の使い方が分かり、見やすさを

考えながらちらしを制作する。 

【知・技】【思・判・表】 

・ラッピングやちらしの作成など、

友達と役割分担をしながら、協力

して準備する。     【学】 

 

美術（表現） 

職業（職業生活） 

 

・販売練習 

 

１ ・販売の流れが分かり、タブレット

端末アプリ「販売レジ」を使って

販売する。     【知・技】 

・「相手に聞こえる声」「目線は相手

の顔」「背筋を伸ばした姿勢」に

気を付けて接客をする。            

【思・判・表】 

・会計や袋詰めなど、友達と役割分担

をしながら、協力して販売する。               

【学】 

 

国語 

（聞くこと話すこと） 

数学（数と計算） 

職業（職業生活） 

家庭（衣食住の生活） 

・販売会  

 

 

４ 

・販売反省会  

 

２ ・元数から残数を引いて売れた数を

計算したり、売れた数と価格を掛

けて売り上げを計算したりする。 

【知・技】 

 

国語 

（聞くこと話すこと） 

数学（数と計算） 

家庭（衣食住の生活） 
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６ 本時の計画 

（１）全体の目標                                  

・チェックポイントや見本を基に、製品の仕上がり具合を自分で確認しながら作業を進める。 

【知・技】【学】 

・周囲の状況に応じて、声の大きさを調整して報告する。【思・判・表】 

 

（２）個別の実態と本時の目標 

生徒名 実  態 本時の目標 手立て 

Ａ ・自分で形を確認して、やすり
掛けができるようになって
きている。細かい作業を得
意とし、自分の工程に責任
をもち、黙々と取り組む。 

・報告の声が小さく聞こえな
いときがある。 

・箸の持ち手や先端の形が２
本とも同じになるようにや
すり掛けをする。 

 
 
・相手に聞こえるように依頼
や報告をする。 

・自分で形を調整できるよう
に、見本に寸法を記入し、調
整の手掛かりとする。 

 
 
・人に聞こえる声の大きさが
分かるように、その場で何
度か練習する時間を設け
る。 

Ｂ ・自分で確認したり、友達と相
談したりしながら作業を進
めることができる。作業は
丁寧でミスが少ない。 

・相手に聞こえる声で報告や
相談ができる。 

・２本の箸が同じ形になるよ
うにやすり掛けをする。 

 
 
・相手との距離や話す位置を
考えて相談や報告をする。 

・箸の形を確認しながら作
業できるように、目安とし
て見本やチェックポイン
トを机上に置く。 

・報告の際の気を付けるポイ
ントを作業前に確認する。 

Ｃ ・活動の流れが分かると自信
をもって作業に取り組め
る。電子ノギスの使い方を
覚えて使用できるようにな
ってきた。 

・挨拶や報告の声の大きさや
目線に課題があるが、少し
ずつ意識できてきている。 

・箸の幅を自分で確認しなが
らかんな掛けをする。 

 
 
 
・相手に聞こえる声で報告を
する。 

・自分で作業を進めることが
できるように、箸の規格を
視覚化し、表示が大きい電
子ノギスを用意する。 

 
・人に聞こえる声の大きさが
分かるように、聞こえない
場合はその場で聞き直す。 

Ｄ ・繰り返しの活動を行うこと
で自信をもち、自動かんな
を使って製材ができるよう
になってきた。 

・声が小さく聞こえないとき
が多いが、目標として設定
すると、意識しようとする。 

・自動かんなのハンドルを自
分で調整し、板の厚さが 10
㎜になるまで削る。 

・声の大きさを考え、聞こえ
る声で報告をする。 

・自分で調整できるように、ハ
ンドル半回転で何㎜、１回
転で何㎜削れるかを提示す
る。 

・声の大きさを自分で考えら
れるように、声が小さい場
合には聞き返す。 

Ｅ ・どの工程でも作業内容や準
備物等を理解し、一人で作
業を進めることができる。 

 
・ミスや迷うような場面があ
るときも自分で判断して報
告や相談ができる。 

・スピードや効率を考え、箸の
幅を自分で確認しながらか
んな掛けをする。 

 
・失敗した時に理由も含めて
報告する。 

・スピードや効率を考えられ
るように、治具を準備した
り、チェックポイントを用
意したりする。 

・失敗してしまった理由が分
からない時は自分で考えら
れるようなヒントを出す。 

Ｆ ・箸の状態を自分で確認しな
がら意欲的に作業できる。
判断に迷うと動きを止めて
しまう。 

・失敗したり、迷ったりした時
などに相談することを苦手
としている。 

・塗り残しのないように確認
しながら塗装する。 

 
 
・迷ったときや心配になった
りしたときに自分から報告
や相談をする。 

・塗り残しがないように塗装
の順番を見える場所に提示
する。 

 
・作業の動きが止まっている
ときは近くで見守り、自分
から相談が難しそうな場合
には、「そういうときはどう
しますか」と言葉を掛ける。 
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Ｇ ・気持ちが安定しているとき
は、安全に段削りができる。
気持ちが不安定になると作
業効率が落ち、工程通りに
作業できなくなる。 

・安心できる環境では、自分か
ら報告や相談ができる。 

・のこぎりの刃の角度に気を
付け、飾り細工を面に沿っ
て安全に削る。 

 
 
・気持ちが不安定になってき
たら、自分から担当の教師
に「休憩します」と伝える。 

・安全に面に沿って削ること
ができるように治具を準備
する。 

 
 
・気持ちが不安定になっても
報告できるように作業場所
を整える。 

Ｈ ・自分で見本を確認しながら
意欲的に作業できる。常に
見本を見ながら作業するこ
とが多く、１本の製作に時
間がかかる。 

・自分から報告や相談ができ
るが、声が小さく聞こえな
いときがある。 

・仕上がり具合やスピードを
考えて、やすり掛けをする。 

 
 
 
・相手に聞こえる声や姿勢に
気を付けて報告や相談をす
る。 

・タイマーを準備し、どのよう
にやすり掛けをすればスピ
ードが上がり、効率が良い
かを教師と一緒に考える。 

 
・「もう一度報告してくださ
い」などと言葉を掛けて、ど
のくらいの声の大きさがよ
いか伝える。 

 
（３）学習過程 

時間 学習活動 手立て・指導上の留意点 

5 １ 始めの会をする。 
（１）挨拶 
（２）教師の話 
（３）作業訓、５S環境 

めあて 
・仕上がり具合を自分で確認しなが
ら作業する。 

・声の大きさを調整して報告する。 

・生徒が中心となって進めることができるように、教師は進行
の補助をしたり、必要に応じて助言したりする。 

・生徒が見通しをもって作業できるように、作業工程表を黒板
に掲示する。 

・自分がどの工程を担当するかが分かるように、作業工程表の
下に生徒の名前カードを貼る。 

・５Ｓ環境の「整理」「整頓」「清掃」「清潔」「躾」の意味
が分かるように、掲示物を工夫する。 

・めあてをより意識できるように、「仕上がりで確認の仕方」
や「機械音があるときの声の大きさ」等を具体的に伝える。 

・販売に向けて意欲をもって作業できるように、日にちや進捗
状況、目標数を確認する。 

25 ２ 各工程に分かれて秋田杉の箸とデ
ザイン箸を製作する。 

 
 

生徒 担当する作業工程 

Ａ やすり掛け♯１８０ 

Ｂ やすり掛け♯１８０ 

Ｃ かんな掛け 

Ｄ 製材 

Ｅ かんな掛け 

Ｆ 塗装 

Ｇ 段削り 

Ｈ やすり掛け♯２４０～ 

・題材を通して、一貫した指導ができるように、各テーブル（各
作業工程）の担当職員を決め、作業の模範を示したり、報告
を受けたりする。 

・自分たちで考えて行動できるように、工程ごとに入れ物を分
けたり、入れ物に工程順を記載したりする。 

・安全に気を付けて作業を進めることができるように、十分な
作業スペースを設ける。 

・流れ作業のようにスムーズに次の工程の担当者に受け渡し
ができるように、生徒が作業する配置を工夫する。 

・安全に作業を進めたり、規格に沿った箸を作ったりすること
ができるように治具を用意する。 

・安定した力で作業ができるように作業台の高さを調整する。 
・自分で形を調整できるように見本を置いたり、チェックポイ
ントを提示したりする。 

・自分の作業の進み具合が分かるように個々の出来高表を準
備する。 

10 ３ 後片付け、掃除をする。 
  

・自分たちで役割分担して掃除ができるように、清掃順を固定
し、手順を掲示する。 

10 ４ 反省会をする。 
 （１）日誌記入 
  （２）本時の出来高や反省点の発表 
 （３）挨拶  

・目標について振り返り、自己評価することができるよう、日
誌記入や発表の時間を設ける。 

・次の作業意欲につながるように、今日の出来高表を掲示す
る。 

※波下線は抽出生徒に対する手立て 
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（４）配置図、座席表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）評価 

【生徒】 ・仕上がり具合を自分で確認しながら作業することができたか。 

・声の大きさを調整して報告することができたか。 

【教師】 ・チェックポイントや見本を基に製品の仕上がり具合を自分で確認しながら作業を進めるための

教材・教具や支援は適切であったか。 

・周囲の状況に応じて、声の大きさを調整して報告するための支援は適切だったか。 
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生徒名 本単元で目指す「主体的に学びに向かう姿」 

A 仕上がり具合を細かいところまで確かめ、仲間と相談しながら作業を進める姿。③ 

B 仕上がりを意識し、道具の使い方を考えたり、仲間と相談したりしながら作業を進める姿。④ 

C 箸の太さを自分で確認しながら作業を進める姿。③ 

D 自分の担当する工程に責任をもち、規格を自分で確認しながら作業する姿。③ 

E スピードや効率を考えたり、自分で微調整したりしながら作業に取り組む姿。③ 

F 自分からすぐに報告や相談をする姿。⑥ 

G 効率よく、安全に気を付けながら見本通りに作業をする姿。③ 

H 見本を見て、自分で確認しながら作業をする姿。④ 

※丸数字は関連する「主体的に学びに向かう姿」以下参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主体的に学びに向かう姿 

① 学ぶこと（見ること、聞くこと、話すことなど）に前のめりになっている様子 

② 自分を理解し、得意なことを生かして活動したり、苦手なことにも挑戦したりする様子 

③ 自分の役割ややるべきことが分かって取り組んでいる様子 

④ 最後まで諦めず、試行錯誤しながら活動に取り組んでいる様子 

⑤ 学習の良かった点や改善点を次の時間に試したり、他の学習場面や生活の中で生かそうとした

りしている様子 

⑥ 他者と関わったりアドバイスを受け入れたりして、やってみようとする様子 
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令和６年度 高等部 作業学習（木工班） 年間指導計画 
【生 徒】（高１）３名 

（高２）２名 
（高３）３名                                            

【指導者】熊地勇太、佐々木憲一、加藤麻美、石井悟 

【年間目標】 
（１）道具の使い方や作業工程を覚え、安全や効率を考えて作業を進める。（知・技） 
（２）挨拶や返事、報告、依頼等の基本的な作業態度を身に付ける。（思・判・表） 
（３）仲間と協力しながら、目標に向けて自分から進んで製作に取り組む。（学） 

（週時数９.５時間） 
 

月 
〇題材・単元名 
・主な指導内容 

主な目標 扱う教科と（内容） 
予定

時数 

実施

時数 

4 
5 
 

〇オリエンテーション 
・作業学習について 
・働く意義 
・環境整備 
・清掃の仕方 
 
○工具類の扱い方 
・カンナ、治具、集じん機等の
使い方 

・安全について 
 
 

・作業学習の予定を知り、１年
間の見通しをもつ。 

・始めの会や終わりの会の流れ
を覚える。 

・準備や片付け、清掃の仕方を
知る。 

・カンナ等の使い方を知り、安
全に作業する。 

国語（聞くこと話すこと） 

数学（数と計算） 
職業（職業生活） 
家庭（衣食住の生活） 
 

10 42 

6 
7 
 

○雲昌寺、道の駅販売に向けて 
・製品製作 

・仕上げ 

・ラッピング 

・販売練習 

・納入 
・箸製作の企画会議 
・販売反省会 
 
 
 
 
 

・「箸」の作業工程を知り、丁寧
に作業する。 

・「いらっしゃいませ」「ありが
とうございました」等の接客
態度を知る。 

・「箸」の工夫したい点や改善し
たい点について意見を話す。 

国語（聞くこと話すこと） 
数学（数と計算） 
美術（表現） 
職業（職業生活） 
家庭（衣食住の生活） 
 

40 32 

8 
9 
 

○学園祭販売に向けて① 
・製品製作 

・仕上げ 

・ラッピング 

・納入 
・販売練習 
・販売反省会 
・前期の振り返り 
 
 
 

・「箸」の作業工程を覚え、丁寧
に作業する。 

・「いらっしゃいませ」「ありが
とうございました」等の声の
大きさに気を付けて販売練
習をする。 

・前期の役割や頑張りについて
振り返り、感想をタブレット
端末にまとめる。 

国語（聞くこと話すこと） 
数学（数と計算） 
美術（表現） 
職業（情報機器の活用） 
家庭（衣食住の生活） 

40 44 

【指導の評価】（単元・題材の妥当性、配当時数、指導計画の評価、有効だった学習活動や手立て、課題等） 

・５S環境の意味の理解ができていなかったため、意味を確認する機会を設定した。 
・工程ごとに入れ物を分け、工程順を記載することで自分で考えて行動したり、友達と相談し
て行動したりする姿につながった。 

・作業製品の企画会議を行い、生徒が木材に合う色や模様を考え、箸をデザインする新製品開
発の活動を行った。自分たちで考えた物を箸にすることで、より意欲的な態度で学習に臨む
ことができ、生徒自身の主体的な行動が見られてきた。 

・教育相談時の体験で、体験生徒への説明や作り方を生徒が教えることで、自分が行っている

工程への理解を深めることや作業意欲を高めることにつながった。 

・挨拶や報告時の「聞こえる声」「目線」「姿勢」等の態度に関することは全員に共通する課題

である。手立ての工夫が必要である。 

90 118 

52



月 
〇題材・単元名 
・主な指導内容 

主な目標 扱う教科と（内容） 
予定

時数 

実施

時数 

10 
 

〇学園祭に向けて② 

・製品製作 

・ラッピング 

・チラシの作成 

・販売練習 

・販売会 

・販売反省会 

・箸製作に必要な機械や道具

の正しい使い方、担当する作

業工程の注意点が分かり、安

全に作業する。 

・「相手に聞こえる声」「目線は

相手の顔」「背筋を伸ばした

姿勢」に気を付けて挨拶や報

告をする。 
・自分の担当する工程や役割に
責任をもち、仲間と協力して
作業に取り組もうとする。   

国語（聞くこと話すこと） 
数学（数と計算） 
美術（表現） 
職業（情報機器の活用） 
家庭（衣食住の生活） 

20  

10 
11 
 

○道の駅の販売に向けて 

・製品製作 

・ラッピング 

・チラシの作成 

・販売練習 

・販売会 

・納入 

・販売反省会 
 
 
 

・箸製作に必要な機械や道具

の正しい使い方、担当する作

業工程の注意点が分かり、安

全に作業する。 

・道の駅てんのうでの接客を

意識し、「相手に聞こえる声」

「目線は相手の顔」「背筋を

伸ばした姿勢」に気を付けて

挨拶や報告をする。 

・チェックポイントや見本を

基に製品の仕上がり具合を

自分で確認するなど、自分の

担当する工程や役割に責任

をもち、仲間と協力して作業

に取り組もうとする。                     

国語（聞くこと話すこと） 
数学（数と計算） 
美術（表現） 
職業（職業生活） 
家庭（衣食住の生活） 

50  

12 
1 
2 
 

○センター販売に向けて 

・製品製作 

・ラッピング 

・チラシの作成 

・販売練習 

・販売会 

・納入 

・販売反省会 

・箸製作に必要な機械や道具

の正しい使い方、担当する作

業工程の注意点が分かり、安

全に作業する。 

・センター販売での接客を意

識し、「相手に聞こえる声」

「目線は相手の顔」「背筋を

伸ばした姿勢」に気を付けて

挨拶や報告をする。 
・製品の仕上がり具合を自分で
確認するなど、自分の担当す
る工程や役割に責任をもち仲
間と協力して作業に取り組も
うとする。 

国語（聞くこと話すこと） 
数学（数と計算） 
美術（表現） 
職業（職業生活） 
家庭（衣食住の生活） 

30  

3 
 

○年間のまとめ 
・振り返り    

・自分の成長（映像・製品から） 
・環境整備 
 

・一年間の頑張りや課題、今後
の目標を考え、タブレット端
末に自分でまとめる。 

・次年度のことを考えながら、
環境整備や清掃をする。 

国語（聞くこと話すこと） 
数学（数と計算） 
職業（職業生活） 
家庭（衣食住の生活） 

10  

【指導の評価】（単元・題材の妥当性、配当時数、指導計画の評価、有効だった学習活動や手立て、課題等） 

 
 
 
 

90  
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あとがき 

 

主体的に学びに向かう姿を育てる授業づくり～教師による子どもの「見取り」に焦点を

当てて～という研究主題の基、２年間の全校研究に取り組んできました。  

 

子どもが主体的に学びに向かう姿とはどんな姿なのか確認することから始めました。子

どもたち一人一人の主体的に学びに向かう姿は、授業や活動、場面によって違います。学

習指導要領や本校のこれまでの研究成果に当たりながら、基本となる事柄をいくつかの

共通する項目として整理することができました。  

 

研究の推進に当たって、子どもの内面の見取り、見取りの解釈、子どもの姿に基づく授

業づくりなど、金沢星稜大学の柳川公三子先生からたくさんの御示唆いただいた事柄を

ヒントに授業実践や授業研究会を積み重ねてきました。子どもの内面を見取ることや子ど

もの心の動きを捉えることは、特別支援学校の指導において最も基本であり、最も大事に

しなければならないことの一つです。今回の研究では個に応じた指導や子どもの実態に

基づいた授業づくりに取り組むことができました。１２月には、２年間の研究経過や授業を

提示し、公開研究会を開催できたことは大きな成果でありました。  

 

最後に、本研究に対しまして、たくさんの具体的な御指導、御助言をいただきました金

沢星稜大学柳川公三子氏、秋田県総合教育センター支援チーム主任指導主事島津憲

司氏、指導主事髙橋亜希子氏、指導主事進藤拓歩氏をはじめ、関係各位の皆様に心よ

り感謝申し上げます。併せて本書を御高覧いただきました皆様より忌憚のない御意見、御

指導をいただきますようお願い申し上げます。 

                                                        教頭  佐川  透  



令和６年度 研究同人 

 

校   長  高田屋 陽 子 

教   頭  佐 川   透  渡 部 陽 子 

教育専門監  小 野 直 子 

 

 

【小学部】 

岡 部 りか子  菅   千 聡  山 内 かほる  磯 邊 千 春  大 澤 安 希 

土 門   柊  若 月   圭  宇佐美 朝 子  渡 辺 舞 子  小 玉 美貴子 

泉     薫  越 後   駿  矢 野 隆 治  加 賀 美砂子  慶 長 美紀子 

山 田 玲 子  德 重 喬 子 

 

 

【中学部】 

 島 津 真奈美  小 松 良 平  伊岡森 真 由  浅 利 節 子  大 髙 梨沙子 

 信 太   渉  兜 森 宏 征  播磨屋   梢  齋 藤 行 正  熊 谷   衛 

 佐々木 和 音  佐 藤 暁 子  佐 藤   篤  工 藤 あづさ  阿 部   隆 

 工 藤 未 央  藤 谷 和 紀  遠 藤 美和子  谷 藤 洋 子  目 黒 晃 子 

 保 坂 二美子  八 鍬 せい子 

 

 

【高等部】 

神 田 純 一  石 川 雄 太  大 塚 佳 樹  市 川 美 帆  工 藤 彩 野 

熊 地 勇 太   河 村 奈 央  相 原 章 子  原 田   恵  藤 田 貴 士 

加 藤 由 子  畑 山   拓  草 階 朋 子  五十嵐 美 月  朝 香 賢 介 

村 山 敏 子  大 友 明希子  笹 渕 理恵子  佐 藤 孝 浩  三 浦 ちあき 

加 藤 麻 美  小 森 美 香  佐々木 憲 一  相 原   淳  渋 谷 純 一 

楢 岡 裕 子  米 田 満 美  石 井     悟  五十嵐   一 
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